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小学校道徳の時間における

情報モラル読み物資料集の作成と活用
－児童の情報モラルの意識を高める指導の充実を目指して－

長期研修員 前田 泰伸

キーワード 【道徳－小 教育の情報化 情報モラル教育 読み物資料集 指導資料集】

Ⅰ 主題設定の理由

情報化の急速な進展に伴い、学校では児童がコンピュータやインターネット(以下「ネット」とする)、

デジタルカメラなどの ICT を活用して学習するようになった。また、日常生活においても、携帯電話
やスマートフォンを所持し、会話やメールのやりとりを楽しんだり、ネットに接続可能なコンピュータ

やゲーム機で遊んだりする児童が増えている。このように、児童は様々な情報機器と接し、情報社会の

恵みを受けながら生活している。一方で、ネット上では、違法・有害情報が氾濫し、匿名の誹謗中傷な

どの問題が起こっている。特に、メールやネットに依存する中高生が増加し、ネット上の掲示板、SNS

（ソーシャル・ネットワ－キング・サービス）などのコミュニティサイト上での誹謗中傷が基でトラブ

ルに発展するケースも見られる。これら情報社会における様々な問題に児童も影響を受け、ネットに依

存する児童の増加や、携帯電話やスマートフォン、ネット上の掲示板を介してのいじめなどが社会問題

となっている。

このような状況の中、児童に情報モラルを身に付けさせることは、喫緊の課題である。小学校学習指

導要領では、総則及び道徳において「情報モラル」という言葉が用いられ、情報モラル教育と密接に関

連付けながら指導を行う必要があると示されている。しかし、道徳の授業の中で情報モラルにかかわる

授業が行われている例は少なく、児童の情報モラルの意識を十分に高めるまでには至っていない。それ

は、既存の副読本の中で、情報モラルに関する題材を扱った読み物資料の数が少ないことが一因として

考えられる。また、教師が道徳の授業で情報モラルを題材とした指導を行う方法が分からないといった

課題もあると考えられる。

協力校において実施した実態調査では、携帯電話やスマートフォンについては、約30%の児童が所持
している。また、ゲーム機については、70%近い児童が所有し、毎日30分以上遊んでいるという実態が
明らかになった。さらに、過去１年間に道徳の時間に情報モラルの指導を行ったことがあると回答した

教師は17.6%程度に過ぎず、道徳の時間に情報モラルの指導が行われている例が少ないという、指導者
である教師の課題も明らかになった。

このような課題を解決するために、本研究では情報モラル読み物資料を作成し、小学校道徳の時間に

活用することとする。読み物資料の題材を児童の身近で起こりうる情報社会の問題とすることで、児童

は、資料のできごとを自分のこととしてとらえ、興味・関心をもって学習活動に取り組み、情報モラル

の意識が高まると考える。また、教師が道徳の内容項目と情報モラル教育の内容との関連を明確にし、

指導のポイントを意識して学習活動を展開することで、児童の情報モラルの意識を高める指導の充実が

図れると考える。

以上のことから、小学校道徳の時間において、児童の身近で起こりうる情報社会の問題を題材とした

情報モラル読み物資料を作成し活用することで、児童の情報モラルの意識を高める指導の充実を目指し

たいと考え本主題を設定した。

Ⅱ 研究のねらい

小学校道徳の時間において、児童の情報モラルの意識を高める指導の充実を目指すために、児童の身

近で起こりうる情報社会の問題を題材とした情報モラル読み物資料を作成し、活用することの有効性を

明らかにする。
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Ⅲ 研究の見通し

１ 児童の情報モラルの意識の高まり

児童の身近で起こりうる情報社会の問題を題材とした情報モラル読み物資料を作成し、それらを

小学校道徳の時間に活用することで、児童の情報モラルの意識が高まるであろう。

２ 児童の情報モラルの意識を高める指導の充実

教師用指導資料を作成し、道徳の内容項目と情報モラル教育の内容との関連を明確にし、指導のポ

イントを意識しながら学習活動を展開していくことで、児童の情報モラルの意識を高める指導の充実

が図れるであろう。

Ⅳ 研究内容の概要

本研究は、情報モラル読み物資料集を作成し、小学校道徳の時間において児童の情報モラルの意識を

高める指導の充実を目指したものである。

その手だてとして、児童の身近で起こりうる情報社会の問題を題材とした情報モラル読み物資料を児

童の生活経験や実態調査の結果を踏まえて作成した。読み物資料は、道徳の内容項目「1.主として自分

自身に関すること」「2.主として他の人とのかかわりに関すること」「4.主として集団や社会とのかか

わりに関すること」と情報モラル教育の内容「自分を律し適切に行動できる正しい判断力」「相手を思

いやる豊かな心情」「積極的にネットワークをよくしようとする公共心」とを関連させ、低学年、中学

年、高学年で各３編、合計９編作成した。これらの読み物資料を道徳の時間の中で活用することで、児

童の情報モラルの意識が高まることを授業実践を通して明らかにした。

また、「ねらい」「情報モラル指導モデルカリキュラムの目標とのかかわり」「資料のあらすじ」「指

導のポイント」「他教科・領域、家庭・地域等との連携」「板書例」を載せた教師用指導資料を作成し

た。これらを道徳の時間の指導で活用して、教師が道徳の時間のねらいと情報モラル指導の目標とのか

かわりを意識して実践することができ、指導の充実が図れることを明らかにした。

Ⅴ 研究のまとめ

１ 成果

○ それぞれの学年において、児童は資料の内容を身近に感じ、学習の内容に興味・関心を高くも

ち、意欲的に学習に取り組んだ。特に、低学年では、導入としてディジタル化した場面絵を大型

テレビで提示したり紙芝居で提示したりするなど、資料提示の工夫をしたことで、児童は資料の

内容を視覚的にとらえることができ、興味・関心を高めることができた。

○ 児童の身近で起こりうる題材を扱ったことで、児童は資料の中のできごとを自分自身のことと

してとらえて考えることができた。授業で活用したワークシートからは、情報モラルの意識の高

まりが感じられる記述が見られた。また、授業実践前と実践後のアンケート結果を比較し、「パ

ソコンやゲームの利用時間を決めて守ること」「相手への影響を考えてメールや手紙を送ること」

「みんなで使うものを大切にすること」などの項目において、情報モラルの意識の高まりが見ら

れた。

○ 道徳の時間のねらいや情報モラルの指導の目標とのかかわりや指導のポイントが明確になった

ことで、教師の手だてが具体化し、指導の充実が図れた。

２ 課題

○ 低学年、中学年、高学年という三つのまとまりで資料を作成したが、さらに細分化し、各学年

の実態に応じた読み物資料を作成する必要がある。

○ 道徳の時間と情報モラルの指導の二つのねらいと目標をもって学習活動を展開するため、バラ

ンスよく指導することが大切となる。
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Ⅵ 研究の内容

１ 小学校道徳の時間における情報モラル読み物資料の作成と活用について

(1) 道徳の時間における読み物資料の必要性

小学校学習指導要領解説道徳編には、道徳の時間は「道徳的価値の自覚及び自己の生き方につい

て考えを深め、道徳的実践力を育成する」時間であると示されている。さらに、道徳的自覚につい

ては「道徳的価値を理解すること」「自分とのかかわりで道徳的価値をとらえること」「道徳的価

値を自分なりに発展させていくことへの思いや課題を培うこと」の三つの事柄を押さえておくこと

が示されている。また、赤堀(2010)は道徳教育について「児童が道徳的価値について多様に感じ、

考えを深め、学び合えるような共通の素材が必要となる。特に、授業の特質である集団思考を促す

ためには、１時間のねらいとする道徳的価値にかかわる問題場面、状況が含まれている共通の素材、

資料が必要である」と述べている。つまり、道徳の時間は、児童が道徳的価値を大切なものととら

え、他人事でなく自分のことにおき換えて考えながら自己を振り返っていく時間であり、そのため

には、資料の中で起こるできごとを資料の話だけにとどまることなく、自分の生活と比較しながら

考えられる資料が必要である。文部科学省発行の読み物資料や道徳副読本1916編の資料内容を分析

すると、情報モラルにかかわる題材を扱った資料は48編、携帯電話やインターネットの使い方など

具体的な場面を扱った資料は14編と少ないことが分かった。以上のことから、児童の身近で起こり

うる情報社会の問題を題材とし、道徳の内容項目と情報モラル教育の内容を関連付けた読み物資料

を作成することが必要であると考える。

(2) 道徳の内容項目と情報モラル教育の内容とのかかわり

情報モラル教育の内容を「すべての先生の

ための『情報モラル』指導実践キックオフガ

イド（2007）(以下「キックオフガイド」と

する）では、「知恵を磨く領域」と「心を磨

く領域」の二つに分けている。「知恵を磨く

領域」は、情報社会で安全に生活するための

危険回避についての理解を深めると共に、セ

キュリティの知識・技術、健康への意識を高

めることをねらいとしている。一方、「心を

磨く領域」は、社会における正しい判断や望

ましい態度を育てることをねらいとしてい

る。 図１ 道徳の内容項目と心を磨く領域

これまで、危機回避の方法を理解させる「知恵を磨く領域」については、教材や指導法が数多く

紹介され、各教科や学級活動、総合的な学習の時間で行われてきた。しかし、児童生徒がネットや

メールにかかわるトラブルに巻き込まれるケースは依然増加傾向にある。こうした問題を解決する

ためには、「心を磨く領域」について指導の充実が必要不可欠であると考える。キックオフガイド

では、この「心を磨く領域」ではぐくむべき内容を「自分を律し適切に行動できる正しい判断力」、

「相手を思いやる豊かな心情」「積極的にネットワークをよくしようとする公共心」としている。

これらの内容と道徳の内容項目をかかわらせた指導を考える（図１）。

モラルとは、倫理、道徳を意味する言葉であり（広辞苑）、道徳の内容項目の「2.主として他の

人とのかかわりに関すること」「4.主として集団や社会とのかかわりに関すること」の「他の人」

や「集団や社会」を「情報化社会」とおき換えて考えると「道徳の内容項目と情報モラル教育の内

容とのかかわり」が分かりやすくなる。つまり、道徳の時間に、児童が情報モラルにかかわる生活

体験を想起しながら、ねらいとする道徳的価値の自覚を深める指導を行うことが、情報モラル教育

の内容である「心を磨く領域」を育成することにつながると考える。

そこで、道徳の内容項目の「1.主として自分自身に関すること」と「心を磨く領域」ではぐくむ

べき内容の「自分を律し適切に行動できる正しい判断力」、「2.主として他の人とのかかわりに関
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すること」と「相手を思いやる豊かな心情」、「4.主として集団や社会とのかかわりに関すること」

と「積極的にネットワークをよくしようとする公共心」を、それぞれかかわらせて読み物資料を作

成し、それらを小学校道徳の時間において活用しようと考える。

(3) 情報モラル読み物資料について

情報モラル読み物資料は、低学年、中学年、高学年各３編、合計９編作成した。道徳の内容項目

は、協力校の児童の実態を考慮し、「1.主として自分自身に関すること」の中から１－(1)を、「2.

主として他の人とのかかわりに関すること」の中から２－(3)を、「4.主として集団や社会とのか

かわりに関すること」の中から４－(1)を選択した。これらの項目とかかわる情報モラルの指導の

目標を「心を磨く領域」の内容に位置付けられている情報モラル指導モデルカリキュラムから選択

した。なお、道徳の内容項目と情報モラル指導モデルカリキュラムの目標、及び道徳の時間のねら

いを明記した、低、中、高学年別の読み物資料一覧は、表１、次頁表２のとおりである。

表１ 低学年、中学年別読み物資料一覧

資料名（主題名） 道徳の内容項目 読み物資料の内容

とらきちは、ゲームのやり過ぎで体調を崩

いけなかったえんそく 1－(1) し、遠足に行けなくなってしまう。布団の中

（規則正しい生活） 節度ある生活態度 でゲームをやり過たことを反省し、自分の思

いをお母さんに話し始める。

●基本的な生活習慣を身に付け、規則正しい生活をしようとする心情を養う。

低 ★決められた利用の時間や約束を守る。

学 とらきちは、うさこと公園で喧嘩をしてし

年 メールでなかなおり 2－(3) まう。その後もメールで言い争ってしまうが、

（友達と仲よく） 信頼友情 うさこのよいとろを思い出して、なかなおり

のメールをする。

●友達のよさを感じ取り、身近な友達と仲よく助け合おうとする心情を養う。

★相手への影響を考えて行動する。

とらきちは、村のおしらせ板にいたずらを

村のおしらせ板 4－(1) してしまう。動物たちが悲しむ中、みんなの

（みんなが使う物） 公徳心 物を大切にしなかったことを反省し、いたず

規則の尊重 らがきを消し始める。

●約束やきまりをしっかりと守り、みんなが使う物を大切にしようとする心情を養う。

★人の作ったものを大切にする心をもつ

まさおはゲームのやり過ぎで体調を崩し、

まさおのなみだ 1－(1) リレーの選手から外れてしまう。お母さんと

（規則正しい生活） 節度ある生活態度 一緒の帰り道、ゲームのやりすぎを後悔し、

生活態度を改めようと涙する。

●自ら考えて行動し、節度ある生活をしようとする心情を養う。

★健康のために利用時間を決め守る。

「わたし」は、手紙のやりとりが原因で、ゆ

中 手紙とことば 2－(3) きこと気持ちがすれ違ってしまう。その後、

学 （大切な友達） 信頼友情 お母さんの助言を聞き、直接会って話をして

年 みようと考える。

●友達同士互いに理解し合い、信頼し、助け合おうとする心情を養う。

★相手への影響を考えて行動する。

ある日、つよしは、先生が設置してくれた

クラスの掲示板 4－(1) クラスの掲示板に落書きがあるのを見付ける。

（きまりを守って） 公徳心 その後、数人の友達から落書きを勧められる

規則の尊重 が、どうしようか考える。

●約束や社会のきまりを守り、公徳を大切にしようとする心情を養う。

★自分の情報や他人の情報を大切にする。

★情報の発信や情報をやりとりする場合のルール・マナーを知る。

★協力し合ってネットワークを使う。

●：本時のねらい ★：情報モラル指導モデルカリキュラムの目標
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表２ 高学年読み物資料一覧

資料名（主題名） 道徳の内容項目 読み物資料の内容

「ぼく」は、宿題やテストのことが気にな

大丈夫だよね 1－(1) るものの、自分に「大丈夫」と言い聞かせ、

（節制に心がけて） 節度ある生活態度 毎日遅くまでゲームをしてしまい、ゲームの

魅力から抜け出せずにいる。

●自らの生活を見直し、節度を守り節制に心掛けようとする心情を養う。

★健康を害するような行為を自制する。

親友のサチからメールの返信が来ないこと

高 見えない気持ち 2－(3) に腹を立てた「わたし」はサチを無視するよ

学 （友達の気持ちを考えて） 信頼友情 うになる。しかし、ユリの助言から、サチの

年 男女の協力 ことを理解し、謝ろうと考える。

●友達同士互いに信頼し合い、学び合って友情を深めようとする心情を養う。

★他人や社会への影響を考えて行動する。

★何が、ルール・マナーに反する行為かを知り、絶対に行わない。

新聞づくりの課題に苦心している「わたし」

見つけた資料 4－(1) は、ネット上の他人の作品をそのまま写して

（情報社会の約束） 公徳心 提出してしまう。その後、先生や友達に賞賛

規則の尊重 され、心が重たくなる。

●公徳心をもって社会のきまりを守り、自他の権利を大切にしようとする心情を養う。

★情報にも、自他の権利があることを知り尊重する。

★何が、ルール・マナーに反する行為かを知り絶対に行わない。

★「ルールや決まりを守る」ということの社会的意味を知り、尊重する。

●：本時のねらい ★：情報モラル指導モデルカリキュラムの目標

図２ 読み物資料（低学年児童用の一部）

道徳の内容項目１－(1)にかかわる資料は、ゲームに夢中になる主人公を題材とした資料を作成

し、低学年から段階的に扱うことで、早い段階から、ゲームに依存してしまうことの問題を自分の

生活と結びつけて考えられるようにした。内容項目２－(3)にかかわる資料は、協力校における実

態調査の結果を基に、低学年、高学年では、メールのやりとりの中で友達とトラブルを起こしてし
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まう主人公を題材とした。また、中学年では、メールのやりとりの経験が少ないという実態を考慮

し、メールの代わりに手紙のやりとりにした。

内容項目４－（1）にかかわる資料は、低学年、中学年では、ネット上の掲示板ではな児童の身

近にある地域や教室内に設置されている掲示板を題材とし、資料の内容をわかりやすくとらえられ

るようにした。また、高学年では、ネットを利用した調べ学習の機会が増えることから、ネットの

情報を安易に自分のものにしてしまう主人公を題材とした資料を作成し、著作権について考えられ

るようにした。なお、低学年の読み物資料は、児童に親しみやすくするために、動物を主人公とし

ている（前頁図２）。また、興味・関心をもたせるための工夫として、紙芝居とディジタル紙芝居

を作成し、資料として提示できるようにした。

各学年の指導の順序としては、まず、「自己の在り方を自分自身とのかかわりにおいてとらえ、

望ましい自己形成を図る」ことをねらいとして内容項目の１を扱う。次に、１の内容を基盤として、

「自己を他の人との関わりのなかでとらえ、望ましい人間関係の育成を図る」ことをねらいとして

内容項目の２を扱う。最後に、１と２の内容を基盤として、「自己を様々な集団社会や情報社会と

のかかわりのなかでとらえ、情報社会を含めた社会の一員として必要な道徳性の育成を図る」こと

をねらいとして内容項目の４を扱うこととした。

(4) ワークシートについて

ワークシート（図３）には、中

心発問に対する自分の考えや学習

のまとめとして感想を記入する欄

を設けた。児童が、自分の考えや

感想を記入することにより、本時

のねらいとする道徳的価値にかか

わる自分の生き方について考えを

深めると同時に、情報モラルの意

識を高め、それを表出させるよう

にした。また、高学年用のワーク

シートには、友達との意見交流後

に大切だと思ったことを記入する

欄を設けた。児童が、考えたこと

を発表し、確かめ合ったり互いに 図３ ワークシート「見えない気持ち」

認め合ったりすることをねらいとした。さらに、保護者に感想を記入してもらうことで、学習内容

を家庭と共有し、情報社会で起こりうる様々な問題について共に考え、家庭との連携を図れるよう

にした。

２ 児童の情報モラルの意識を高める指導の充実について

(1) 教師の実態

情報モラル教育を推進するためには、教師に情報モラルを指導する能力が要求される。平成19年

２月に文部科学省が「教員の ICT 活用能力」を発表し、その領域の一つに「情報モラルなどを指
導する能力」を設け、四つの能力に分類している。この能力に関する調査である「学校における教

育の情報化の実態等に関する調査結果（平成23年文部科学省）」によれば、情報モラルなどを指導

する能力について「わりとしている」若しくは「ややできる」と回答した小学校教員の割合は全国

で76.4％であり、群馬県の小学校教員の割合は75.3％である。

同様の調査を協力校において実施した結果をみると、「わりとしている」若しくは「ややできる」

と回答した教員の割合は41.3％と全国と群馬県の割合と比較して低いことが分かった。また、過去

１年間に、道徳の時間に情報モラルの指導を行ったことがないと答えた教員は、全体の82.4％に上

り、その理由として「道徳の時間に活用できる情報モラルに関する題材を扱った資料が少ない」、



- 7 -

「指導方法に課題を感じている」、「教師自身が児童の現状を知らないために指導がしにくい」と

いう記述があった。これらの結果から、全ての教師が情報モラルについて正確で豊富な知識をもっ

ているとは言えない実態が見えたと共に、教師自身の情報モラルの意識が低いという実態が分かっ

た。このような課題を解決するためには、教師自身が児童を取り巻く現状を把握し、意識を高くも

つと共に、児童の身近で起こりうる情報社会の問題を題材とし、道徳の内容項目と情報モラル教育

の内容との関連を意識した学習活動を展開する必要がある。

(2) 教師用指導資料

指導例（図４）には、１．ねらい、２．情報モラル指導モデルカリキュラムの目標とのかかわり、

３．あらすじ、４．指導のポイント、５．他教科・領域、家庭・地域等との連携、６．板書例を載

せた。特に、指導のポイントには、導入、展開前段、後段において、それぞれ、児童に家族や友達

などの「相手」を意識させる学習活動の例を掲載した。この学習活動により、児童は自分の行動を

客観的に振り返ることができ、道徳的価値についての理解をより深めることをねらいとした。また、

情報社会において、相手に与える影響の大きさについて考え、どのように行動すればよかったのか

を省みることができる展開例にした。さらに、教師用読み物資料（図５）は、指導のポイントを青

字で示し、解説や授業の流れは朱書きとすることで、情報モラルの意識を高める指導の充実が図れ

るようにした。

図４ 指導例（低学年） 図５ 教師用読み物資料（低学年）

３ 先行研究とのかかわり

社会の情報化の進展に伴い、情報社会における様々な問題が発生した結果、情報モラルを身に付け

させるための教育が各学校で行われるようになった。当初、情報モラル教育は、各学校で積極的に行

われてはおらず、情報機器の使い方などの際に、場に応じて随時に行われることが多かった。しかし、

「キックオフガイド」で「情報モラル指導モデルカリキュラム表」が示されたり、情報モラル教育の

研究が数多く行われ、それらが教師の指導の一助となり、情報モラル教育は、各教科や道徳、学級活

動、総合的な学習の時間に行われることが多くなった。小学校学習指導要領道徳編に「情報モラルに
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関する指導に留意すること」が示されたことにより、道徳の時間に情報モラルを身に付けさせる研究

は数多く行われている。情報モラル読み物資料を開発した研究も行われているが、小学校道徳の時間

における情報モラル読み物資料に特化した研究は少ない。さらに、既存の資料は、協力校の児童や今

日の情報社会の実態に即したものは少なかった。そこで、本研究では、児童の実態に即した小学校の

低学年から高学年までを対象とした情報モラル読み物資料を作成し、それらを道徳の学習の時間に活

用できるようにした。

４ 協力校での実態調査

本研究を進めるに当たって、協力校の児童、

低学年149名、中学年134名、高学年141名に

ゲーム機や携帯電話、スマートフォンの所持、

それらの利用状況について調査を行った。

調査結果から、多くの児童が、低学年の頃

から毎日ゲーム機で遊んでいることが分かっ

た(図６)。さらに、高学年では、11.2%の児
童が２時間以上ゲーム機で遊ぶと回答してお

り、ゲーム機で遊ぶことが習慣化している。

このことから、ゲーム機の利用を制限し健康

に気を付け、規則正しい生活の大切さを指導

することが必要であるという実態が分かっ 図６ 平日30分以上ゲーム機で遊ぶ児童

た。

また、自分専用の携帯電話・スマートフォ

ンの所持については、図７のとおりである。

全体平均で27.8%の児童が自分専用として所
持しており、これは、内閣府の「青少年のイ

ンターネット利用環境実態調査」（平成25年）

小学生の携帯電話(PHS・スマートフォンを
含む)の所有状況の数値24.1%と比較して多
い現状が明らかとなった。さらに、携帯電話

・スマートフォン、パソコンを使用したメー

ルのやりとりについては、高学年になると、

46%以上の児童がメールのやりとりを経験し 図７ 自分専用の携帯電話・スマートフォンを

ている(次頁図８)。そのうち、メールをやり 所持している児童

とりする手段として約30%の児童が、スマートフォンの無料アプリケーションソフトを利用して行っ
ていると回答している。これらのことから、メールのやりをする際は、ルールやマナーを守り、相手

への影響を考えて行動することの大切さを指導することが必要であるという実態が分かった。

さらに、Web ページの閲覧について調査したところ、携帯電話やコンピュータを使ってネットに
接続し、毎日 Web ページを閲覧している児童は、低学年、中学年で約30%、高学年で約40%いること
が分かった(次頁図９）。また、その中で、12.6%の児童がネット上の掲示板を利用したことがあると
回答しており、特に、高学年では、１日３時間以上も閲覧をしていると回答している児童もいる。こ

れらのことから、ネットを利用するに当たっては、ルールの存在を知り、それらを守ると共に、自他

の情報や権利を大切さを指導することが必要であるという実態が分かった。
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図８ 携帯電話・スマートフォンでメール 図９ 携帯電話・スマートフォンや自宅の

のやりとりをしたことのある児童 コンピュータでWebページを閲覧したこ

とのある児童

５ 研究構想図
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Ⅶ 実践の計画と方法

１ 授業実践の概要

(1) 第１学年における実践計画

対 象 協力校 小学校第１学年 27名

実践時期 平成25年10月10日～10月31日 授業者 協力校第１学年学級担任

時 間 資料名(主題名) 内容項目

第１時 いけなかったえんそく(規則正しい生活) １－(1)節度ある生活態度

第２時 メールでなかなおり(友達と仲よく) ２－(3)信頼友情

第３時 村のおしらせ板(みんなが使う物) ４－(1)公徳心、規則の尊重

(2) 第３学年における実践計画

対 象 協力校 小学校第２学年 30名

実践時期 平成25年10月10日～10月31日 授業者 協力校第３学年学級担任

時 間 資料名(主題名) 内容項目

第１時 まさおのなみだ(規則正しい生活) １－(1)節度ある生活態度

第２時 手紙とことば(大切な友達) ２－(3)信頼友情

第３時 クラスの掲示板(きまりを守って) ４－(1)公徳心、規則の尊重

(3) 第６学年における実践計画

対 象 協力校 小学校第６学年(２クラス) 71名

実践時期 平成25年10月８日～11月１日 授業者 長期研修員 前田 泰伸

時 間 資料名(主題名) 内容項目

第１、２時 大丈夫だよね(節制に心がけて) １－(1)節度ある生活態度

第３、４時 見えない気持ち(友達の気持ちを考えて) ２－(3)信頼友情・男女の協力

第５、６時 見つけた資料(情報社会の約束) ４－(1)公徳心、規則の尊重

２ 検証計画

検証の視点 検証の方法

○児童の身近で起こりうる情報社会の問題を題材とし ・授業分析

た情報モラル読み物資料を作成し、それらを小学校 ・ワークシート分析

道徳の時間に活用したことで、児童の情報モラルの ・児童へのアンケート分析

意識が高まったか。 ・他教師への聞き取り調査

○教師が教師用指導資料を活用し、道徳の内容項目と ・授業分析

情報モラル教育の内容との関連を意識して学習活動 ・実践教師への聞き取り調査

を展開したことで、児童の情報モラルの意識を高め ・ワークシートへの保護者の記述分析

る指導の充実が図れたか。
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Ⅷ 実践の結果と考察

読み物資料及び、教師用指導資料を活用した授業実践を第１学年、第３学年においては学級担任が、

第６学年においては長期研修員が行った。ここでは、授業中の児童の発言、ワークシートの記述内容、

及び実態調査の回答結果の比較から分析を行った。

１ 授業実践

(1) 第１学年の授業実践

表３ 「村のおしらせ板」（みんなが使うもの）：４－(1)公徳心、規則の尊重

ねらい ●約束やきまりをしっかりと守り、みんなが使う物を大切にしようとする心情を養う。
情報モ ★約束や決まりを守る。★人の作ったものを大切にする心をもつ。

学習活動 ○主な発問 ◎指導のポイント ・児童の発言
１ みんなが使う物の写真を見て、気付いた
ことを話し合う。

導 ○これは、何の写真ですか。どのように使 ・ブランコ、ほうき、ぞうきん。
っていますか。 ・みんなが使うものだから、大切に使うよ。

入 ◎みんなが使うものを大切にすると、みん ・みんな、いい気持ちになるよ。
ながどのような気持ちになるかを想像さ ・うれしい気持ちになると思うな。
せる。

２ 紙芝居で資料「村のおしらせ板」を見
る。その後、場面絵を見ながら、主人公
「とらきち」の気持ちについて考える。

◎おしらせ板がたてられたときのとらきち ・とらきちは、わ
の気持ちを想像させると共に、おしらせ くわくしていた
板を大切に使ってほしいという、村長さ と思うな。
んの気持ちに気付かせる。 ・村長さんは、み

んなに大切に使
ってほしいと思っていたよ。

○おしらせ板にいたずらをしたとらきち ・いたずらっておもしろいな。
展 は、どんな気持ちだったと思いますか。 ・だれがかいたかわからないから平気だよ。

◎とらきちの行為によって、コン太だけで ・コン太君はとっても悲しい気持ちだったろ
なく、みんなを悲しませてしまったこと うな。
に気付かせ、相手に与える影響を考えら ・村長さんもがっかりしただろうな。
れるようにする。

○動物たちの悲しい顔を見たとらきちは、 ・いけないことをしちゃったな。
どんな気持ちだったと思いますか。 ・みんなに悪いことをしちゃったな。
中心発問

いたずらがきをけしながら、とらきちは、どんなことを考えていたでしょう。
開

◎中心発問では、コン太やみんなへの謝罪 ・コン太君、いたずらしちゃってごめんね。
に終始することのないように配慮し、と ・今度からはやらなければいいのかな。
らきちは、これからどうすればよいのか ・みんなのおしらせ板に落書きしちゃってご
を考えられるようにする。 めんね。今度から絶対に書かないよ。

３ これまでの自分を振り返る。
○みんなが使うものを大切にしたことがあ ・いつも学級の本を大切に読んでいます。
りますか。 ・みんなで使う一輪車を大切に乗っています。

◎みんなが使うものを大切にすると、みん ・みんなが使う物を大切にすると、次に使う
なが気持ちよく生活することができるよ 人が気持ちよく使えるね。
さに気付けるようにする。

終 ４ 主人公のとらきちに手紙を書く。
末

児童のワークシートへの記述から（とらきちへの手紙）
・ちょっとのいたずらでも、大変なことになるんだよ。
・おしらせ板はみんなの物だから、今度は全体にいたずらしないでね。
・大切なおしらせ板にいたずらしちゃだめだよ。村長さんがせっかくつくってくれた物だからね。

保護者のワークシートへの記述から
・この道徳の授業で、みんなで使う物、場所を大切にする心を学んだようです。
・本人は、ちょっとしたいたずらのつもりでやったことが、いじめや事件などに発展してしまうこともある
ので、とてもよい勉強だと思いました。
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(2) 第３学年の授業実践

表４ 「まさおのなみだ」（規則正しい生活）：１－(1)節度ある生活態度

ねらい ●自ら考えて行動し、節度ある生活をしようとする心情を養う。

情報モ ★健康のために利用時間を決め守る。

学習活動 ○主な発問 ◎指導のポイント ・児童の発言

１ ゲームをしているときの気持ちを話し

合う。

導 ○ゲームをしているときはどんな気持ちで ・とても楽しいよ。

すか。 ・ゲームをやり過ぎてしまうこともあるよ。

・時間を決めて遊んでいるよ。

入 ◎ゲームに夢中になっているときの自分の ・ぼくは、とっても楽しい気持ちだけど、お

気持ちと家族の気持ちを想像し、比較さ うちの人は、嫌な気持ちでいるかもしれな

せる。 いな。

２ 資料「まさおのなみだ」を読む。その

後、場面絵を見ながら、主人公「まさお」
の気持ちについて考える。

○ゲームに夢中になっていまさおはどんな ・おもしろいな。

気持ちだったと思いますか。 ・ついつい長い時間遊んでしまうな。

・お母さんとの約束を守らなくては。

◎ゲームに夢中になっているまさおの気持 ・リレーの選手になれるかしら。

ちに共感させる一方で、まさおのことを ・ゲームのやり過ぎで、身体の調子が悪くな

心配するお母さんの気持ちを想像させる。 らないといいけど。

○下を向いたままだまっていたまさおは、 ・選手になれなくて残念だな。

展 どのようなことを考えたと思いますか。 ・遅くまでゲームをしなければよかったな。

・お母さんとの約束を守ればよかったな。

◎「お母さんが怒らなかったのはどうして ・お母さんは、まさおにゲームのやり過ぎは

でしょう」と問いかけ、自分でよく考え いけないことに気が付いてほしいのだな。

て生活してほしいという、まさおに対す ・まさおは、自分から進んで規則正しい生活

るお母さんの願いに気付けるようにする。 をしなければいけないと思うな。

中心発問

お母さんの横顔を見ながら、まさおはどのようなことを考えていたでしょう。

◎中心発問では、 ・お母さんの言うことを聞けばよかった。

お母さんへの ・ちゃんと時間通りゲームをして、ちゃんと

謝罪に終始し 寝ればリレーの選手になれたのに。

ないように配 ・早く寝て、きちんと朝ご飯を食べればよか

開 慮し、まさお った。

はこれからど ・お母さんにも迷惑をかけちゃった。今度か

うしたらよい らは、ゲームを早めにやめるよ。

のかを考えられるようにする。

３ これまでの自分を振り返る。

○規則正しい生活をしてよかったと思った ・朝、気持ちよく起きることができて、ご飯

ことがありますか。 がたくさん食べられました。

・元気に学校で過ごすことができました。

◎早寝早起きなど、規則正しい生活を送る ・ゲームばかりしているときよりも、うれし

ことができているときの家族の気持ちを いと思うな。

想像させる。 ・家族みんなで気持ちよく過ごせるよ。
終 ４ 本時を振り返り、学習感想を書く。

末

児童のワークシートへの記述から（学習感想）
・ゲームをするときは、時間を決めてそれを守ることが大切だと思いました。
・ゲームより健康でいる方が大切だから、ゲームはあまりやらない方がいいと思いました。
・ゲームよりも運動をする、早寝早起きをする方がいいと思いました。

保護者のワークシートへの記述から
・ゲームが大好きなうちの子どもにとって、このお話は自分におき換えることができ、心に響いたようです。
・我が家でも同じようなことがあるので、子どもと話し合うのにとてもよい機会でした。早く寝ないと身体
によくないことや学校へ行っても授業に集中できないことなど、これから気を付けるように話をしました。



- 13 -

(3) 第３学年の授業実践

表５ 「見えない気持ち」（友達の気持ちを考えて）：２－(3)信頼友情・男女の協力

ねらい ●友達同士互いに信頼し合い、学び合って友情を深め合おうとする心情を養う。

情報モ ★他人や社会への影響を考えて行動する。

★情報にも自他の権利があることを知り、尊重する。

学習活動 ○主な発問 ◎指導のポイント ・児童の発言

１ メールのやりとりの疑似体験を想起する。

導 ○メールのやりとりをしているときは、ど ・とても楽しかった。

んな気持ちだったですか。 ・すぐに返信が来てうれしかった。

入 ◎メールのやりとりをしているときの、相 ・自分と同じで楽しい気持ちだろうな。

手の気持ちを想像させる。 ・返信がないと心配してるのではないかな。

２ 資料「見えない気持ち」を読む。その

後、場面を見ながら、主人公「わたし」

の気持ちについて考える。

○メールのやり ・楽しいな。

とりをしてい ・無料でできるなんてうれしいな。

るときの「わ ・早く返信が来ないかな。

たし」は、ど ・みんな早く返信してくれるから、私も早く

んな気持ちだ 返信をしなくてはいけないな。

ったと思いま

すか。

展 ◎メールのやりとりをする「わたし」の気 ・友達とつながっている気がするな。

持ちを問いかけ、友達と一層親密な関係 ・以前より仲よくなったみたいだな。

になり、メールのやりとりにのめり込む ・友達に嫌われたくないから、早く返信しな

「わたし」に気付けるようにする。 くてはいけないな。

◎無視をされているサチの気持ちを問いか ・サチはどうして無視をされるのかわからな

け、相手の立場になって考えることの大 かったのではないだろうか。

切さに気付けるようにする。 ・サチは無視されてかわいそうだな。

中心発問

「わたし」は、サチを見ながら、どんなことを考えたのでしょう。

開 ◎中心発問では、ユリの言葉から「わたし」 ・無視して悪いことしちゃったな。サチにも

が考えたことを表現カードに記述するよ 都合があったかもしれないな。

う促す。その際、少人数で話し合う場を ・もう少し、サチの気持ちを考えてあげれば

設けることで、多様な感じ方や考え方を よかったな。

交流できるようにする。 ・サチは私を無視したわけじゃなかった。

３ これまでの自分を振り返る。

○友達との仲が、以前より深まったと感じ ・校外学習や運動会で協力し合えて、以前よ

たことがありますか。 りも友達と仲良しになったな。

◎友達関係が良好なときのお互いの気持ち ・友達同士、信じ合えるっていいことなのだ

を問うことで、友達関係が深まることの な。

よさに気付けるようにする。

終 ４ 本時を振り返り、学習感想を書く。

末

児童のワークシートへの記述から（学習感想）
・メールのやりとりをするときは、自分のことだけでなく、相手のことも考えた方がいいと思いました。
・メールを使うと楽しいし、気軽にできるけど、相手に気持ちをちゃんと伝えたいときは、自分の言葉で話
したい。メールで友達関係が崩れてしまうことがあるということが分かった。

保護者のワークシートへの記述から
・携帯電話と友達とのかかわり方をよく自分で考えて行動してほしいと思います。このようなことを考えさ
せてくれる授業はありがたいと思いました。

・携帯電話でのトラブルを防ぐためにも、親子で常日ごろから話し合っていきたいと思いました。
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２ 児童の情報モラルの意識の高まり

(1) 授業中の児童の発言、ワークシートの記述、実態調査の結果から

授業中の児童の発言やワークシートの記述から「おしらせ板はみんなの物だから、いたずらしな

いで」「早く寝て、きちんと朝ご飯を食べればよかった」「友達のことを信じていきたいと思う」

など、ねらいとする道徳的価値に迫る発言や記述が見られた。また、「村長さんがつくってくれた

おしらせ板を大切にする」「ゲームをするときは、時間を決めてそれを守ることが大切」「相手の

ことを考えてメールのやりとりをした方がいい」など、情報モラルの意識の高まりが感じられる記

述も見られた。さらに、本授業実践の事前と事後に実施した、児童の情報モラルの意識に関する質

問紙調査の結果からも、情報モラルの意識の高まりが見られた。なお、調査は４件法によるもので、

事前（授業前）は、４：とても大切、３：やや大切、２：あまり大切でない、１：大切でない、事

後（授業後）は、児童の回答、４：よくできている、３：だいたいできている、２：あまりできて

いない、１：全然できていない、の割合で比較した。

調査の結果を見ると、第１学年の授業実践

のねらいにかかわる項目「みんなで使う物を

大切にすること」で、全ての児童が「とても

大切」と事後の調査で回答した（図10）。

また、第３学年の授業実践のねらいにかか

わる項目「健康のため、パソコンやゲームを

使う時間を決めて守ること」では、全ての児

童が「とても大切」「やや大切」と事後の調 図10 みんなで使う物を大切にすること(１年)

査で回答した（図11）。

第６学年の授業実践にかかわる項目「メー

ルや手紙を送るときは、相手のことを考えて

送ること」では、全ての児童が「とても大切」

「やや大切」と事後の調査で回答した。特に、

「とても大切」と回答した児童は、9.6%増
加した（図12）。

このように、児童の意識が高まったのは、 図11 健康のため、パソコンやゲームを使う

以下の要因が考えられる。 時間を決めて守ること（３年）

まず、児童の身近で起こりうる、情報社会

の問題を題材とした資料を扱ったことで、児

童は、資料のできごとを身近に感じ、興味関

心をもった。特に、第１学年では、紙芝居と

ディジタル紙芝居による資料提示が児童に有

効にはたらいたと考える。

次に、授業実践例の中で、児童は、指導の

ポイント（表３、４・◎太ゴシック体）であ 図12 メールや手紙を送るときは、相手のこ

る、家族や友達などの「相手」を意識する学 とを考えて送ること（６年）

習を活動を行った。この活動により、児童は、自分のとった行動が相手にどのような影響を与える

のかを客観的に振り返ることができ、どのように行動すべきであったか考えることができた。

さらに、ワークシートで、自分の考えや感想を表出することで、友達同士で確かめ合ったり、互

いに認め合ったりできた。また、家庭で学習した内容を保護者に伝えることで、授業での学習を振

り返る共に、考えを深めることができた。これらの活動により、児童は、道徳的価値を自覚し、自

分の生き方についての考えを深めることができ、情報モラルの意識が高まったと考える。

これらのことから、情報社会の問題を題材とした情報モラル読み物資料を作成し、それらを小学

校道徳の時間に活用することは、児童の情報モラルの意識を高める上で有効であったと考える。
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３ 児童の情報モラルの意識を高める指導の充実

(1) 教師の感想や意見、保護者のワークシートへの記述から

低学年、中学年用の読み物資料及び

指導例の活用については、第１学年学

級担任と第３学年学級担任に依頼し

た。実践後、学級担任及び授業実践を

参観した教師に、聞き取り調査を行っ

た。主な感想や意見（図16）では、「ど

のような情報モラルの指導の目標を意

識して授業をすればよいのかわかって

よかった」「指導例には、指導のポイ

ントや板書例が明示されており、これ

なら実践できそうだ」などの感想を得

た。また、保護者のワークシートへの

記述（図17）から、児童が家庭で学び

を深めたり、保護者が学習内容に関心 図16 教師の感想や意見

をもち、児童と話し合ったりする様子

が見られた。学校での学びが家庭生活

と結びつくことで、児童の情報モラル

の意識を高める家庭教育も行われた。

このように、指導の充実が図れた要

因は、教師が児童の実態を把握できた

ということである。児童の実態を踏ま

えて作成した情報モラル読み物資料を

活用することにより、児童にどのよう

な情報モラルの意識を高めていくのか 図17 保護者のワークシートへの記述

を、教師がしっかりと認識できたために指導がしやすくなったと考える。また、教師が、指導例と

教師用読み物資料を活用したことで手だてが具体化し、児童が主体的に学習に取り組めたと考える。

指導例に掲載した「情報モラル指導モデルカリキュラムの目標とのかかわり」や「指導のポイント」

（表５・◎太ゴシック体）により、児童にどのような情報モラルを身に付けさせればよいのかが明

確になったことで、自信をもって指導ができた。さらに、教師用読み物資料に掲載してある朱書き

の発問（表５・○主な発問）が、どの場面でどのような発問を児童に投げかければよいのかが明確

に分かり、指導に課題を感じることなく行えた。

これらのことから、教師用指導資料を作成し、道徳の内容項目と情報モラル教育の内容との関連

を明確にし、指導のポイントを意識しながら学習活動を展開することは、児童の情報モラルの意識

を高める指導を充実させる上で有効であったと考える。

Ⅸ 研究の成果と課題

１ 成果

○ 低学年においては、読み物資料を与えるだけでは、内容の読み取りが難しいと考えた。そこで、

紙芝居及び電子紙芝居で提示できるようにした。その結果、導入時では児童の資料への興味・関

心を高めることができ、資料の内容を理解させることができたと考える。

○ 中学年においては、児童の生活体験に即し、手紙のやりとりを題材とした資料と教室内に掲示

されている掲示板を題材とした資料を作成した。これらの内容を児童は身近に感じ、興味・関心

をもち、学習に取り組んだ。学習の感想に「手紙のやりとりをするときは、相手のことを考える」

「みんなが使う掲示板を大切にする」などの記述が見られ、きまりを守り、相手のことを考えて

・紙芝居及び電子紙芝居による資料提示は、資料に対する児
童の興味・関心を高めることができた。（第１学年学級担任）

・「まさおのなみだ」の読み物資料は、ゲームへの依存は生
活を乱し、健康を害してしまうことに気付かせる上で有効
にはたらいていた。 （第３学年学級担任）

・「大丈夫だよね」「見つけた資料」の読み物資料は、いずれ
も児童の実態に即しており、児童は資料の内容を身近に感
じることができていた。 （第６学年学級担任）

・指導例に情報モラル指導モデルカリキュラムの目標とのか
かわりが明示されているので、何を意識して授業をすれば
よいのかがよく分かった。

・指導のポイントには、留意すべき点が具体的に示してある
ので、どこで、どのように児童に投げかければよいのかが
分かり、実践に役立った。 （学級担任共通）

・低、中、高とそれぞれ、３つずつ資料があり、どの資料で
どんな情報モラルの指導をすればよいのかが分かった。

・３つ内容項目の授業をどのような順番で実践すればよいか
が明確になっているので、計画的に実施できると感じた。

（授業実践を参観した教師）

・うちの子もゲームが好きです。時間を決めないと夢中に
なってしまいます。何か強く感じることができたと思い
ます。とてもよい内容だと思います。 （低学年保護者）

・相手がどう思うか、どういうふうに伝わるかと言うこと
を考えて言葉を選んでほしいと思います。短く分かりや
すくても、相手にとっては冷たい言い方に思えることも
あるんだということが分かったのではないでしょうか。

（中学年保護者）
・インターネットから簡単に情報が得られるようになった
のはよいことですが、自分で考えることの大切さがよく
分かったと思います。小学生のうちからこのようなこと
を学んでおく必要があると思いました。（高学年保護者）
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情報のやりとりをすることの大切さに気付くことができたと考える。

○ 高学年においては、実態調査の結果を踏まえ、メールのやりとりなど、具体的な場面を題材と

した資料を提示した。しかし、経験の差も考慮し、事前にパソコン室でメールの疑似体験を実施

した。また、調べ学習の機会の増加を考慮し、「著作権」を題材とした資料も作成した。いずれ

も、児童は資料の内容を身近に感じ、資料の登場人物に共感しながら学習を進めることができた。

学習の感想からも「メールをするときは、相手のことを考えてメールのやりとりをしたい」「著

作権という権利を大切にし、ルールを守ってインターネットを利用したい」などの記述が見られ、

情報社会ではルールやマナーを守り、相手への影響を考えて行動することの大切さに気付くこと

ができたと考える。

○ 教師の実態調査で、指導方法に課題を感じている実態が明らかとなったため、道徳の内容項目

と情報モラル教育の内容との関連を明確にして、指導例に示した。それにより、教師が道徳の時

間の中で、情報モラル指導モデルカリキュラムの目標を意識して学習活動を展開することができ、

教師の手だても具体化したことで、児童が主体的に学習に取り組めるようになったと考える。

２ 課題

○ 低学年、中学年、高学年という三つのまとまりで資料を作成したが、例えば、高学年において

は、第５学年と第６学年で実態に差が見られた。今後は、資料の数を増やしたり、関連させる道

徳の内容項目を変更したりするなど、各学年の実態に応じた資料を作成する必要がある。

○ 道徳の授業の中で、児童にどのような情報モラルの意識を高めていくのかは明確になった。し

かし、教師が一単位時間の指導の中で、道徳の時間のねらいと情報モラルの指導の目標という二

つのねらいと目標をもって学習活動を展開するため、バランスよく指導しなければならないとい

う課題が生じた。

Ⅹ 今後の展望とさらなる改善策

１ 家庭や地域との連携

ワークシートの保護者の欄に、学習内容について共感を得られた記述が多く見られた。これらの

記述から、保護者が児童を取り巻く情報社会の問題に関心を高くもつと共に、児童がおかれている

状況に危機感を感じていることが分かった。今後は、家庭や地域を対象とした公開授業や親子参加

型の授業を実施することで、多くの協力を得られるようにし、連携を深めていきたい。

２ さらなる読み物資料の開発

協力校での授業実践において、自作の読み物資料を活用した授業の効果に期待する教師が多くい

た。今後は、本研究に協力してくれた教師と連携し、情報社会の変化をとらえ、児童の実態に即し

た資料を開発し、指導の充実を図りたい。
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低学年用

「村のおしらせ板」

教師用資料、指導例付き
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村
の
お
し
ら
せ
板ば

ん

こ
こ
は
、
ど
う
ぶ
つ
村
。

と
ら
き
ち
と
、
た
く
さ
ん
の
ど
う
ぶ
つ
た
ち

が
、
な
か
よ
く
く
ら
し
て
い
ま
す
。

あ
る
日
、
ぞ
う
の

村

長

さ
ん
が
、
村
の
ひ

そ
ん
ち
よ
う

ろ
ば
に
、
大
き
な
「
お
し
ら
せ
板
」
を
た
て
ま

し
た
。

村
長
さ
ん
は
、
み
ん
な
を
あ
つ
め
て
い
い
ま

し
た
。

「
こ
れ
は
、
み
ん
な
の
お
し
ら
せ
板
で
す
。
こ

こ
に
は
、
み
ん
な
で
遊
ん
だ
り
、
お
で
か
け

あ
そ

を
し
た
り
す
る
と
き
の
お
し
ら
せ
を
か
き
ま
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す
の
で
、
た
い
せ
つ
に
し
て
く
だ
さ
い
ね
。
」

「
は
ー
い
。
」

と
、
み
ん
な
は
元
気
に
こ
た
え
ま
し
た
。

げ
ん

き

つ
ぎ
の
日
。

さ
っ
そ
く
村
長
さ
ん
は
、
お
で
か
け
の
お
し
ら
せ
を
か
き
ま
し
た
。
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み
ん
な
は
、

お
し
ら
せ
板
を
み
て
、
あ
し
た
が
た
の
し
み
に
な
り
ま
し
た
。

ゆ
う
が
た
。

と
ら
き
ち
は
、
ひ
と
り
で
お
し
ら
せ
板
の
と
こ
ろ

に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
と
き
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
い
た
ず
ら
を
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。

「
お
も
し
ろ
そ
う
だ
か
ら
、
一
ぽ
ん
ぼ
う
を
か
い

て
み
よ
う
。
」

「
ふ
ふ
。
十
一
じ
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。
」

日
よ
う
日
。

十
じ
に
な
っ
て
も
コ
ン
太
く
ん
が
や
っ
て
き
ま
せ
ん
。

た
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「
ど
う
し
た
ん
だ
ろ
う
。
」

「
ぐ
あ
い
で
も
わ
る
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
の
か
な
。
」

村
長
さ
ん
が
い
い
ま
し
た

「
し
か
た
あ
り
ま
せ
ん
。
し
ゅ
っ
ぱ
つ
し
ま
し
ょ
う
。
」

そ
の
日
の
ゆ
う
が
た
。

み
ん
な
が
も
ど
っ
て
く
る
と
、
ひ
ろ
ば
で
ひ
と
り
、

コ
ン
太
く
ん
が
な
い
て
い
ま
し
た
。

「
ど
う
し
た
の
。
」

「
だ
っ
て
、
み
ん
な
い
な
い
ん
だ
も
ん
。
ち
ゃ
ん
と

十
一
じ
に
き
た
の
に
…
。
」

「
え
、
十
じ
だ
よ
」

み
ん
な
が
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

そ
の
と
き
、
う
さ
こ
さ
ん
が
お
し
ら
せ
ば
ん
を
さ
し

て
い
い
ま
し
た
。
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「
あ
れ
、
十
一
じ
に
な
っ
て
る
わ
。
」

「
だ
れ
が
い
た
ず
ら
し
た
の
か
し
ら
。
ひ
ど
い
わ
。
」

「
せ
っ
か
く
み
ん
な
の
た
め
に
た
て
た
の
に
。
ざ
ん
ね
ん
だ
な
あ
。
」

村
長
さ
ん
は
、
さ
び
し
そ
う
に
い
い
ま
し
た
。

ど
う
ぶ
つ
た
ち
も
か
な
し
そ
う
な
か
お
で
お
し
ら

せ
板
を
み
つ
め
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
だ
ま
っ
て
い
た
と
ら
き
ち
は
、
お
も

い
き
っ
て
い
い
ま
し
た
。

「
ご
め
ん
ね
。
コ
ン
太
く
ん
。
」

そ
し
て
、
お
し
ら
せ
板
に
か
い
た
い
た
ず
ら
を

け
し
は
じ
め
ま
し
た
。
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なまえ

◆
ど
う
と
く

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

村
の
お
し
ら
せ
板

☆
み
ん
な
で
か
ん
が
え
よ
う

◎
い
た
ず
ら
が
き
を
け
し
な
が
ら
、
と
ら
き
ち
は
ど
ん
な
こ
と
を
か
ん
が

え
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

○
と
ら
き
ち
に
、
お
て
が
み
を
か
き
ま
し
ょ
う
。

と
ら
き
ち
へ

よ
り

◆
お
う
ち
の
ひ
と
か
ら
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◎主題名：みんなが使う物 ４－(1) 公徳心、規則の尊重

村のおしらせ板

１ ねらい 約束やきまりをしっかりと守り、みんなが使う物を大切にしようとする心情を養う。

２ 情報モラル指導モデルカリキュラムの目標とのかかわり
積極的にネットワークをよりよくしようとする公共心を育てる
・a1-1 約束や決まりを守る ・b1-1 人の作ったものを大切にする心をもつ

３ あらすじ
主人公の「とらきち」は、村の広場にたてられた「おしらせ板に」落書きをしてしまう。とらき

ちは、ちょっとしたいたずらのつもりであったが、傷つくコン太や村のみんなが悲しむ様子を見て、
その影響の大きさを知り反省する。その後、コン太に謝り、落書きを消し始める。という内容であ
る。

４ 指導のポイント
【導入】
①みんなが使う物を大切にすると、みんながどのような気持ちになるかを想像させる。

【展開前段】
②おしらせ板がたてられたときの主人公、とらきちの気持ちを想像させるとともに、おしらせ板を
みんなに大切に使ってほしいという、村長さんの願いを押さえる。

③役割演技を通して、自分の行為によって、コン太だけでなく、みんなを悲しませてしまったこと
に気付かせ、相手に与える影響について考えられるようにする。

④中心発問では、コン太やみんなへの謝罪のみにならないように配慮し、とらきちは、これからど
うしたいのかを考えられるようにする。

【展開後段】
⑤みんなが使う物を大切にすると、自分だけでなく、みんなが気持ちよく生活することができるよ
さに気付けるようにする。

※児童の実態に応じて電子紙芝居を活用する。

５ 他教科・領域、家庭・地域等との関連
・学級指導や生徒指導の場で、きまりを守って生活したり、みんなが使う物を大切にできたりして
いるかについて話合い、できていることを賞賛し、定着できるようにする。

・学年、学級通信や授業で使用したワークシート等を通して、学習した内容を家庭に知らせ、協力
を得るようにする。

６ 板書例

村
の
お
し
ら
せ
板

な
に
が
か
か
れ
る
の
か
な
。

そ
ん
ち
ょ
う
さ
ん
、
は
や
く
か

い
て
く
れ
な
い
か
な
。

た
い
せ
つ
に
し
よ
う
。

そ
ん
ち
ょ
う
さ
ん

み
ん
な
に
た
い
せ
つ
に
し
て
ほ

し
い
な

お
も
し
ろ
い
な
。

ち
ょ
っ
と
く
ら
い
い
か
な
。

だ
れ
も
み
て
い
な
い
か
ら
へ
い

き
だ
よ
。

い
け
な
い
こ
と
し
た
な
。

み
ん
な
に
わ
る
か
っ
た
な
。

あ
や
ま
ろ
う
か
な
。

コ
ン
太
く
ん
た
ち

ひ
ど
い
こ
と
す
る
な
あ
。

た
い
せ
つ
に
し
て
ほ
し
か
っ
た

な
。

み
ん
な
ご
め
ん
ね
。

お
し
ら
せ
ば
ん
に
い
た
ず

ら
し
て
ご
め
ん
ね
。

み
ん
な
の
も
の
を
た
い
せ
つ

に
す
る
よ
。

い
た
ず
ら
が
き
を
け
し
な
が
ら
、
と
ら
き
ち
は

ど
ん
な
こ
と
を
か
ん
が
え
て
い
た
で
し
ょ
う
。
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６ 展開例
学習活動 時間 主な発問 支援及び指導上の留意点

（予想される児童の反応）
１ 写真を見て気付いた ○これは、何の写真ですか。どの ○みんなの物を使うときは、大
ことを話し合う。 ５ ように使っていますか。 切に使わなければいけないこ

分 ※みんなで使う物を提示する。 とに気付かせ、児童の意識を
・遊具、ほうき、ぞうきん。 ねらいとする道徳的価値へと
・みんなが使う物だから大切に使 方向付ける。
っているよ。 ポイント①

２ 資料を読み、主人公 ○おしらせ板をたてた村長さんの ○村長さんの言葉に着目させ、
「とらきち」の心の動 30 お話を聞いたとらきちはどんな みんなで使う物を大切に使う
きを考える。 分 気持ちだったでしょう。 ことのよさに気付かせる。

・何が書かれるのか楽しみだな ポイント②
・村長さん、早く何か書いてよ。
・大切に使おう。
○おしらせ板にいたずらをしたと ○とらきちのいたずらを通して、
らきちは、どんな気持ちだった 物を大切にすることは大事な
でしょう。 ことだと分かっていても、守

・おもしろいな。 っていくことは難しいことに
・誰も見ていないから平気だ。 気付かせる。
・どんなことになるのか楽しみだ。
○村長さんや動物たちの悲しそう ○自分の行為が、コン太だけで
な顔をみたとらきちは、どんな はなく、みんなを悲しませて
気持ちだったでしょう しまったことに気付かせる。

・いけないことをしちゃったな。 ・コン太や村長、それを見守る
・みんなに悪いことをしちゃった。 とらきちの役割を演じさせる
・誰がやったかわからないから、 役割演技を行い、とらきちや
まだ平気だ。 コン太、村長の心情に迫れる

ようにする。ポイント③
◎いたずらがきを消しながら、と ◎中心発問により、いたずら書
らきちはどんなことを考えてい きを消すとらきちの心情につ
たでしょう。 いて考えることで、公徳心に

・ごめんねコン太くん 関する価値理解を深める。
・村長さん、いたずらしてごめん ・とらきちの言葉を表現カード
なさい。 に書かせることで、みんなの

・みんなを悲しませちゃったな。 物を大事にすることの大切さ
・これからは、お知らせ板を大切 に気付かせる。
にするよ。 ポイント④

・これからは、みんなが使う物
を大切にしたいな。

３ これまでの自分を振 ○これまで、みんなが使う物を大 ○とらきちの気持ちから離れ、
り返る。 切にしたことがありますか。 今までの自分はどうであった

・いつも学級の本を大切に使って か振り返らせることにより、
います。 道徳的価値を自分とのかかわ

・みんなで使う遊具を大切に使っ りでとらえさせる。
ています。 ポイント⑤

４ 主人公のとらきちに ○今日の学習を振り返って、とら ○価値を内面化できている児童
手紙を書く。 10 きちに手紙を書きましょう。 の手紙を紹介することで、感

分 ・これからは、みんなのおしらせ じ方や考え方の変容や深まり
板を大切に使ってね。 を周囲の児童にも広げられる

・ぼくもいたずらしちゃったこと ようにする。
があるけど、これからは、みんな
が使う物を大切にしようと思うよ。

８ 評価例
主人公のとらきちに手紙を書く場面で、「みんなが使う物を大切につかうことはいいことだな。

みんなのおしらせ板は大切。」などの言葉を含んだ文章を書いているか。
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〈
ね
ら
い
〉
約
束
や
き
ま
り
を
し
っ
か
り
と
守
り
、
み
ん
な
が
使
う
物
を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
心
情
を
養
う
。
（
公
徳
心
、
規
則
の
尊
重
）

◎主題名：みんなが使うもの
４－(1) 公徳心、規則の尊重

●情報モラル指導モデルカリキュラのム目標とのかかわり
積極的にネットワークをよりよくしようとする公共心を育てる

・a1-1 約束やきまりを守る
・b1-1 人の作ったものを大切にする心をもつ

・
村
長
さ
ん
の
言
葉
に
、
み
ん
な
に
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

村
の
お
し
ら
せ
板ば

ん

こ
こ
は
、
ど
う
ぶ
つ
村
。

と
ら
き
ち
と
、
た
く
さ
ん
の
ど
う
ぶ
つ
た
ち

が
、
な
か
よ
く
く
ら
し
て
い
ま
す
。

あ
る
日
、
ぞ
う
の

村

長

さ
ん
が
、
村
の
ひ

そ
ん
ち
よ
う

ろ
ば
に
、
大
き
な
「
お
し
ら
せ
板
」
を
た
て
ま

し
た
。

村
長
さ
ん
は
、
み
ん
な
を
あ
つ
め
て
い
い
ま

し
た
。

「
こ
れ
は
、
み
ん
な
の
お
し
ら
せ
板
で
す
。
こ

こ
に
は
、
み
ん
な
で
遊
ん
だ
り
、
お
で
か
け

あ
そ

を
し
た
り
す
る
と
き
の
お
し
ら
せ
を
か
き
ま

導
入
の
発
問

み
ん
な
の
遊
具
や
掃
除
道
具
は
、
ど
の
よ
う
に
使
っ
て
い
ま
す
か
。

※
み
ん
な
が
使
う
物
を
大
切
に
す
る
と
、
み
ん
な
が
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
か
を
想
像
さ
せ
る
。



- 資料11 -

発
問
①

村
長
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
た
と
ら
き
ち
は
ど
ん
な
気
持
ち
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

※
村
長
さ
ん
の
言
葉
か
ら
、
お
し
ら
せ
板
を
た
て
た
村
長
さ
ん
の
願
い
を
押
さ
え
る
。

・
ど
ん
な
こ
と
が
書
か
れ
る
の
か
な
。
楽
し
み
だ
な
。

・
村
長
さ
ん
、
早
く
書
い
て
よ
。

・
大
切
に
使
お
う
。

す
の
で
、
た
い
せ
つ
に
し
て
く
だ
さ
い
ね
。
」

「
は
ー
い
。
」

と
、
み
ん
な
は
元
気
に
こ
た
え
ま
し
た
。

げ
ん

き

つ
ぎ
の
日
。

さ
っ
そ
く
村
長
さ
ん
は
、
お
で
か
け
の
お
し
ら
せ
を
か
き
ま
し
た
。
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・
軽
い
気
持
ち
で
い
た
ず
ら
を
す
る
と
ら
き
ち
。

発
問
②

お
し
ら
せ
板
に
い
た
ず
ら
を
し
た
と
ら
き
ち
は
、
ど
ん
な
気
持
ち
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

・
お
も
し
ろ
い
な
。

・
誰
も
見
て
い
な
い
か
ら
平
気
だ
。

・
ど
ん
な
こ
と
に
な
る
の
か
な
。

み
ん
な
は
、

お
し
ら
せ
板
を
み
て
、
あ
し
た
が
た
の
し
み
に
な
り
ま
し
た
。

ゆ
う
が
た
。

と
ら
き
ち
は
、
ひ
と
り
で
お
し
ら
せ
板
の
と
こ
ろ

に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
と
き
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
い
た
ず
ら
を
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。

「
お
も
し
ろ
そ
う
だ
か
ら
、
一
ぽ
ん
ぼ
う
を
か
い

て
み
よ
う
。
」

「
ふ
ふ
。
十
一
じ
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。
」

日
よ
う
日
。

十
じ
に
な
っ
て
も
コ
ン
太
く
ん
が
や
っ
て
き
ま
せ
ん
。

た
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※
コ
ン
太
の
心
情
を
想
像
さ
せ
る
。

「
ど
う
し
た
ん
だ
ろ
う
。
」

「
ぐ
あ
い
で
も
わ
る
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
の
か
な
。
」

村
長
さ
ん
が
い
い
ま
し
た

「
し
か
た
あ
り
ま
せ
ん
。
し
ゅ
っ
ぱ
つ
し
ま
し
ょ
う
。
」

そ
の
日
の
ゆ
う
が
た
。

み
ん
な
が
も
ど
っ
て
く
る
と
、
ひ
ろ
ば
で
ひ
と
り
、

コ
ン
太
く
ん
が
な
い
て
い
ま
し
た
。

「
ど
う
し
た
の
。
」

「
だ
っ
て
、
み
ん
な
い
な
い
ん
だ
も
ん
。
ち
ゃ
ん
と

十
一
じ
に
き
た
の
に
…
。
」

「
え
、
十
じ
だ
よ
」

み
ん
な
が
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

そ
の
と
き
、
う
さ
こ
さ
ん
が
お
し
ら
せ
ば
ん
を
さ
し

て
い
い
ま
し
た
。
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※
う
さ
こ
の
心
情
を
想
像
さ
せ
る
。

※
村
長
さ
ん
の
心
情
を
想
像
さ
せ
る
。

発
問
③

動
物
た
ち
の
悲
し
そ
う
な
顔
を
見
た
と
ら
き
ち
は
、
ど
ん
な
気
持
ち
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

・
い
け
な
い
こ
と
を
し
ち
ゃ
っ
た
な
。

・
み
ん
な
に
悪
い
こ
と
を
し
ち
ゃ
っ
た
な
。

・
誰
が
や
っ
た
か
わ
か
ら
な
い
か
ら
、
ま
だ
平
気
だ
。

中
心
発
問

発
問
④

い
た
ず
ら
が
き
を
消
し
な
が
ら
、
と
ら
き
ち
は
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
で
し
ょ
う
。

・
村
長
さ
ん
、
い
た
ず
ら
し
て
ご
め
ん
な
さ
い
。

・
み
ん
な
を
悲
し
ま
せ
ち
ゃ
っ
た
な
。

・
こ
れ
か
ら
は
、
お
し
ら
せ
板
を
大
切
に
す
る
よ
。

・
み
ん
な
が
使
う
物
を
大
切
に
し
た
い
な
。

後
段
の
発
問

み
ん
な
が
使
う
物
を
大
切
に
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

・
き
ま
り
を
守
る
こ
と
や
み
ん
な
の
物
を
大
切
に
す
る
こ
と
の
よ
さ
に
気
付
か
せ
る
こ
と
で
、
実
践
意
欲
が
高
ま
る
よ
う

に
す
る
。

※
そ
の
と
き
の
自
分
の
気
持
ち
や
周
り
の
人
の
気
持
ち
を
問
う
こ
と
で
、
自
分
だ
け
で
な
く
、
み
ん
な
が
気
持
ち

よ
く
生
活
で
き
る
こ
と
に
気
付
け
る
よ
う
に
す
る
。

「
あ
れ
、
十
一
じ
に
な
っ
て
る
わ
。
」

「
だ
れ
が
い
た
ず
ら
し
た
の
か
し
ら
。
ひ
ど
い
わ
。
」

「
せ
っ
か
く
み
ん
な
の
た
め
に
た
て
た
の
に
。
ざ
ん
ね
ん
だ
な
あ
。
」

村
長
さ
ん
は
、
さ
び
し
そ
う
に
い
い
ま
し
た
。

ど
う
ぶ
つ
た
ち
も
か
な
し
そ
う
な
か
お
で
お
し
ら

せ
板
を
み
つ
め
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
だ
ま
っ
て
い
た
と
ら
き
ち
は
、
お
も

い
き
っ
て
い
い
ま
し
た
。

「
ご
め
ん
ね
。
コ
ン
太
く
ん
。
」

そ
し
て
、
お
し
ら
せ
板
に
か
い
た
い
た
ず
ら
を

け
し
は
じ
め
ま
し
た
。
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道徳の時間に使える

情報モラル読み物資料

中学年用

「まさおのなみだ」

教師用資料、指導例付き
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ま
さ
お
の
な
み
だ

「
ま
さ
お
、
も
う
す
ぐ
運
動
会
ね
。
今
年
も
リ
レ
ー

の
選
手
に
な
れ
る
と
い
い
わ
ね
。
」

夕
ご
飯
の
あ
と
、
お
母
さ
ん
が
話
し
か
け
て
き
ま
し

た
。

足
の
は
や
い
ま
さ
お
は
、
毎
年
リ
レ
ー
の
選
手
に
選
ば

れ
て
い
ま
し
た
。

「
ど
う
か
な
あ
。
そ
れ
よ
り
、
今
、
い
い
と
こ
ろ
な
ん

だ
か
ら
。
ち
ょ
っ
と
ま
っ
て
て
よ
。
」

ま
さ
お
は
、
最
近
買
っ
て
も
ら
っ
た
ゲ
ー
ム
機
に
む
ち
ゅ
う
で
す
。
お
母
さ
ん
と

の
や
く
そ
く
を
守
ら
ず
に
、
長
い
時
間
遊
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。



- 資料17 -

リ
レ
ー
の
選
手
を
決
め
る
日
の
こ
と
で
す
。
ま
さ
お
は
、
い
つ
も
と
か
ら
だ
の
ち

ょ
う
し
が
ち
が
う
感
じ
が
し
ま
し
た
。

「
お
か
し
い
な
あ
。
な
ん
だ
か
頭
が
い
た
い
。
そ
れ
に
、
か
ら
だ
も
だ
る
い
な
。
」

合
図
の
音
で
い
き
お
い
よ
く
ス
タ
ー
ト
し
た
ま
さ
お

あ
い
ず

で
し
た
が
、
い
つ
も
の
よ
う
に
力
が
入
り
ま
せ
ん
。
そ

の
う
え
、
と
中
で
目
の
前
が
く
ら
く
ら
し
て
、
ゴ
ー
ル

の
手
前
で
こ
ろ
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

足
を
け
が
し
た
ま
さ
お
は
、
先
生
に
保

健

室
に
つ

ほ

け
ん

れ
て
い
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

保
健
の
先
生
は
、
ま
さ
お
の
顔
を
じ
っ
と
見
て
言
い

ま
し
た
。

「
と
く
に
熱
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
で
も
、
顔
色
が
よ
く

な
い
わ
ね
。
き
の
う
は
、
早
く
ね
た
の
か
し
ら
。
」

ま
さ
お
は
、
下
を
向
い
た
ま
ま
、
だ
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
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保
健
の
先
生
の
言
う
と
お
り
、
き
の
う
は
、
夜
お
そ
く
ま
で
ゲ
ー
ム
機
で
遊
ん
で

い
た
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
ね
ぼ
う
を
し
て
し
ま
い
。
朝
ご
飯
も
あ
ま
り
食
べ
ら

れ
な
か
っ
た
の
で
す
。

そ
の
日
は
、
お
母
さ
ん
に
む
か
え
に
来
て
も
ら
い
、

家
に
帰
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
帰
る
と
中
、
お
か
あ

さ
ん
に

「
選
手
に
な
れ
な
か
っ
た
…
。
」

と
言
う
と
、

「
し
か
た
な
い
わ
ね
。
来
年
な
れ
る
と
い
い
わ
ね
。
」

と
、
少
し
ざ
ん
ね
ん
そ
う
に
こ
た
え
ま
し
た
。

ま
さ
お
は
、
お
母
さ
ん
の
横
顔
を
見
て
い
る
う
ち
に
、

な
み
だ
が
出
て
き
ま
し
た
。
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◆
道
徳

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

ま
さ
お
の
な
み
だ

年

組

番

名
前

☆
み
ん
な
で
考
え
よ
う

◎

お
か
あ
さ
ん
の
横

顔

を
見

な
が
ら

、
ま
さ
お
は
ど
ん
な
こ
と
を
考

え
た

で
し
ょ
う
。

○
今
日
の
学
習
を
ふ
り
返
っ
て
、
大
切
だ
と
思
っ
た
こ
と
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

◆
お
う
ち
の
ひ
と
か
ら
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◎主題名：規則正しい生活 １－(1) 節度ある生活態度

まさおのなみだ

１ ねらい 自らよく考えて行動し、節度ある生活をしようとする心情を養う。

２ 情報モラル指導モデルカリキュラムの目標とのかかわり
自分を律し適切に行動できる正しい判断力を養う

・f2-1 健康のために利用時間を決め守る

３ あらすじ
主人公の「まさお」は、足が速く毎年運動会のリレーの選手に選ばれている。しかし、選手選考

の日、ゲームのやり過ぎが原因で体調を崩し、リレーの選手から外れてしまう。お母さんと一緒の
帰り道、ゲームをやり過ぎたことを後悔し、お母さんの横顔を見ながら涙する。という内容である。

４ 指導のポイント
【導入】
①ゲームに夢中になっているときの自分の気持ちと家族の気持ちを想像し、比較させる。
※事前にゲーム機の利用時間に関するクラスのアンケート調査を行い、実態に気付けるようにする
とともに、資料への興味関心が高まるようにする導入も考えられる。

【展開前段】
②ゲームに夢中になっているまさおの気持ちに共感させる一方で、まさおのことを心配するお母さ
んの気持ちも想像させる。

③「お母さんが怒らなかったのはどうしてでしょう」と問いかけ、自分でよく考えて生活してほし
いという、まさおに対するお母さんの願いに気付けるようにする。

④中心発問では、お母さんへの謝罪に終始しないように配慮し、自分の行為を反省する気持ちや節
度ある生活をすればよかったという後悔する気持ちなど、多様な気持ちがあることに気付かせ、
まさおは、これからどうしたらよいのかを考えられるようにする。

【展開後段】
⑤早寝早起き等、規則正しい生活を送ることができているときの家族の気持ちを想像させる。

５ 他教科・領域、家庭・地域等との関連
・学級活動の時間に、「規則正しい生活をすることの大切さ」について考え、自分自身の生活の振
り返りをするとともに、規則正しい生活を送ることのよさについて話し合う。

・学年、学級通信や授業で使用したワークシート等を通して、学習した内容を家庭に知らせ、協力
を得るようにする。

６ 板書例

ま
さ
お
の
な
み
だ

と
て
も
楽
し
い
な
。

や
め
ら
れ
な
い
な
。

や
め
な
く
て
は
い
け
な
い
な
。

お
母
さ
ん

約
束
を
守
っ
て
ほ
し
い
。

ゲ
ー
ム
ば
か
り
や
っ
て
仕
方
な
い
。

選
手
に
な
れ
な
く
て
残
念
だ
な
。

遅
く
ま
で
ゲ
ー
ム
を

し
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
な
。

お
母
さ
ん
と
の
約
束
を
守
っ
て

ゲ
ー
ム
を
す
れ
ば
よ
か
っ
た
な
。

・
選
手
に
な
れ
な
く
て
ご
め
ん
な
さ
い
。

・
こ
れ
か
ら
は
、
ゲ
ー
ム
を
や
り
す
ぎ

な
い
よ
う
に
す
る
よ
。

・
自
分
で
時
間
を
決
め
て
ゲ
ー
ム
を
す

る
よ
。

○
規
則
正
し
い
生
活
を
す
る
こ
と
は
、

い
い
こ
と
な
の
だ
な
。

○
こ
れ
か
ら
ゲ
ー
ム
を
す
る
と
き
は
、
自
分
で
考
え
て
、

時
間
を
決
め
て
遊
ぶ
こ
と
が
大
切
な
の
だ
な
。

お
母
さ
ん
の
横
顔
を
見
な
が
ら
、

ま
さ
お
は
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
た
で
し
ょ
う
。
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７ 展開例
学習活動 時間 ○主な発問 支援及び指導上の留意点

（・予想される児童の反応）
１ ゲームをしていると ○ゲームをしているときはどんな気 ○ゲーム機の画像を提示したり、
きの気持ちを話し合う。 ５ 持ちですか。 必要に応じて実物を提示し、

分 ・とても楽しいよ。 資料への興味関心を高める。
・ゲームをやり過ぎてしまうことも また、心掛けていることを問
あるよ。 うことで、価値への方向付け

・時間を決めて遊んでいるよ。 が行えるようにする。
ポイント①

２ 資料を読み、主人公 ○ゲームに夢中になっているまさお ○夢中でゲームをしているまさ
「まさお」の心の動き 30 は、どんな気持ちだったでしょう。 おに共感できるようにする。
を考える。 分 ・とても楽しいな。 ・まさおの行動通して、時間を

・おもしろいな。 決めてゲームすることは、大
・ついつい長い時間、遊んでしまうな。 事なことだと分かっていても、
・お母さんとの約束を守らなくて 守ることは難しいことに気付
はいけないな。 かせる。

ポイント②
○下を向いたままだまっていたまさ ○自分の行為を反省する気持や
おは、どのようなことを考えてい 節度ある生活をすればよかっ
たのでしょう。 たという気持ちなど、多様な
・選手になれなくて残念だな。 気持ちがあることに気付かせ
・遅くまでゲームをしなければよ る。
かったな。

・お母さんとの約束を守ればよか
ったな。

◎お母さんの横顔を見ながら、ま ○「お母さんが怒らなかったの
さおはどのようなことを考えた はどうしてでしょう」と問い
でしょう。 かけ、自分でよく考えて生活

・選手になれなくてごめんなさい。 してほしいという、まさおに
・これからは、ゲームをやり過ぎ 対するお母さんの願いに気付
ないようにするよ。 けるようにする。ポイント③

・自分で考え、時間を決めてゲー ◎中心発問により、表現カード
ムをするよ。 にまさおの考えを想像させ、

記入させることで、節度ある
生活に関する価値理解を深め
る。
ポイント④

３ これまでの自分を振 ○規則正しい生活をしてよかった ○まさおの気持ちから離れ、今
り返る。 と思ったことがありすか。 までの自分はどうであったか

・気持ちよく起きることができて、 振り返らせることにより、道
朝ご飯がたくさん食べられた。 徳的価値を自分とのかかわり

・元気に学校で過ごすことができた。 でとらえさせる。
ポイント⑤

４ 本時を振り返って、 ○今日の学習を振り返って、大切 ○価値を内面化できている児童
感想を記述したり発表 10 だと思ったことを書きましょう。 の感想を紹介することで、感
したりする。 分 ・規則正しい生活をすることはい じ方や考え方の変容や深まり

いことなのだな。 を周囲に広げられるようにす
・これからゲームをするときは、 る。
自分でよく考えて、時間を決め
て遊ぶことが大切なのだな。

８ 評価例
学習感想を書く場面で、「規則正しい生活をすることは大切なこと。健康のため、自分で時間を

決めてゲームをすることが大切。」などの言葉を含んだ文章を書いているか。
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●情報モラル指導モデルカリキュラムの目標とのかかわり
自分を律し適切に行動できる正しい判断力を養う

・f2-1 健康のために利用時間を決め守る

〈
ね
ら
い
〉
自
ら
よ
く
考
え
て
行
動
し
、
節
度
あ
る
生
活
を
し
よ
う
と
す
る
心
情
を
養
う
。（
節
度
あ
る
生
活
態
度
）

導
入
の
発
問

ゲ
ー
ム
を
し
て
い
る
と
き
は
ど
ん
な
気
持
ち
で
す
か
。

※
児
童
自
身
が
ゲ
ー
ム
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
と
き
の
自
分
の
気
持
ち
と
家
族
の
気
持
ち
を
想
像
し
、
比
較
さ
せ
る
。

・
ゲ
ー
ム
の
利
用
時
間
に
つ
い
て
、
約
束
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
守
る
こ
と
の
で
き
な
い
ま
さ
お
の
様
子
。

発
問
①

ゲ
ー
ム
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
ま
さ
お
は
、
ど
ん
な
気
持
ち
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

・
と
て
も
楽
し
い
な
。

・
つ
い
つ
い
長
い
時
間
遊
ん
で
し
ま
う
な
。

・
お
う
ち
の
人
と
の
約
束
を
守
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
な
。

※
ゲ
ー
ム
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
ま
さ
お
に
共
感
さ
せ
る
一
方
で
、
お
母
さ
ん
の
ま
さ
お
を
心
配
す
る
気
持
ち
を
想
像
さ
せ
る
。

・
ま
さ
お
に
期
待
を
す
る
お
母
さ
ん
。

ま
さ
お
の
な
み
だ

「
ま
さ
お
、
も
う
す
ぐ
運
動
会
ね
。
今
年
も
リ
レ
ー

の
選
手
に
な
れ
る
と
い
い
わ
ね
。
」

夕
ご
飯
の
あ
と
、
お
母
さ
ん
が
話
し
か
け
て
き
ま
し

た
。

足
の
は
や
い
ま
さ
お
は
、
毎
年
リ
レ
ー
の
選
手
に
選
ば

れ
て
い
ま
し
た
。

「
ど
う
か
な
あ
。
そ
れ
よ
り
、
今
、
い
い
と
こ
ろ
な
ん

だ
か
ら
。
ち
ょ
っ
と
ま
っ
て
て
よ
。
」

ま
さ
お
は
、
最
近
買
っ
て
も
ら
っ
た
ゲ
ー
ム
機
に
む
ち
ゅ
う
で
す
。
お
母
さ
ん
と

の
や
く
そ
く
を
守
ら
ず
に
、
長
い
時
間
遊
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

◎主題名：規則正しい生活
１－(1) 節度ある生活態度
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・
ゲ
ー
ム
の
や
り
す
ぎ
で
体
調
を
崩
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
つ
か
ま
せ
る
。

発
問
②

下
を
向
い
た
ま
ま
黙
っ
て
い
た
ま
さ
お
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
で
し
ょ
う
。

・
選
手
に
な
れ
な
く
て
残
念
だ
な
。

・
遅
く
ま
で
ゲ
ー
ム
を
し
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
。

・
約
束
を
守
れ
ば
よ
か
っ
た
な
。

リ
レ
ー
の
選
手
を
決
め
る
日
の
こ
と
で
す
。
ま
さ
お
は
、
い
つ
も
と
か
ら
だ
の
ち

ょ
う
し
が
ち
が
う
感
じ
が
し
ま
し
た
。

「
お
か
し
い
な
あ
。
な
ん
だ
か
頭
が
い
た
い
。
そ
れ
に
、
か
ら
だ
も
だ
る
い
な
。
」

合
図
の
音
で
い
き
お
い
よ
く
ス
タ
ー
ト
し
た
ま
さ
お

あ
い
ず

で
し
た
が
、
い
つ
も
の
よ
う
に
力
が
入
り
ま
せ
ん
。
そ

の
う
え
、
と
中
で
目
の
前
が
く
ら
く
ら
し
て
、
ゴ
ー
ル

の
手
前
で
こ
ろ
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

足
を
け
が
し
た
ま
さ
お
は
、
先
生
に
保

健

室
に
つ

ほ

け
ん

れ
て
い
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

保
健
の
先
生
は
、
ま
さ
お
の
顔
を
じ
っ
と
見
て
言
い

ま
し
た
。

「
と
く
に
熱
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
で
も
、
顔
色
が
よ
く

な
い
わ
ね
。
き
の
う
は
、
早
く
ね
た
の
か
し
ら
。
」

ま
さ
お
は
、
下
を
向
い
た
ま
ま
、
だ
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
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中
心
発
問

発
問
③

お
母
さ
ん
の
横
顔
を
見
な
が
ら
、
ま
さ
お
は
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
た
で
し
ょ
う
。

※
「
お
母
さ
ん
が
怒
ら
な
か
っ
た
の
は
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
」
と
問
い
か
け
、
自
分
で
よ
く
考
え

て
生
活
し
て
ほ
し
い
と
い
う
、
ま
さ
お
に
対
す
る
お
母
さ
ん
の
願
い
に
気
付
け
る
よ
う
に
す
る
。

・
選
手
に
な
れ
な
く
て
ご
め
ん
な
さ
い
。

・
こ
れ
か
ら
は
、
ゲ
ー
ム
を
や
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
よ
。

・
自
分
で
考
え
て
、
時
間
を
決
め
て
ゲ
ー
ム
を
す
る
よ
。

※
早
寝
早
起
き
等
、
規
則
正
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
き
の
家
族
の
気
持
ち
を
想
像
さ
せ
る
。

保
健
の
先
生
の
言
う
と
お
り
、
き
の
う
は
、
夜
お
そ
く
ま
で
ゲ
ー
ム
機
で
遊
ん
で

い
た
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
ね
ぼ
う
を
し
て
し
ま
い
。
朝
ご
飯
も
あ
ま
り
食
べ
ら

れ
な
か
っ
た
の
で
す
。

そ
の
日
は
、
お
母
さ
ん
に
む
か
え
に
来
て
も
ら
い
、

家
に
帰
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
帰
る
と
中
、
お
か
あ

さ
ん
に

「
選
手
に
な
れ
な
か
っ
た
…
。
」

と
言
う
と
、

「
し
か
た
な
い
わ
ね
。
来
年
な
れ
る
と
い
い
わ
ね
。
」

と
、
少
し
ざ
ん
ね
ん
そ
う
に
こ
た
え
ま
し
た
。

ま
さ
お
は
、
お
母
さ
ん
の
横
顔
を
見
て
い
る
う
ち
に
、

な
み
だ
が
出
て
き
ま
し
た
。

後
段
の
発
問

規
則
正
し
い
生
活
を
し
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
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道徳の時間に使える

情報モラル読み物資料

高学年用

「見えない気持ち」

教師用資料、指導例付き
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見
え
な
い
気
持
ち

わ
た
し
は
、
こ
の
ご
ろ
無
料
で
好
き
な
だ
け
通
話
や
メ
ー
ル
が
楽
し
め
る
ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ

に
夢
中
だ
。

こ
の
ア
プ
リ
の
こ
と
は
、
同
じ
ク
ラ
ス
の
ユ
リ
に
教
え
て
も
ら
っ
た
。
ユ
リ
は
も
う
、
ず
い

ぶ
ん
前
か
ら
こ
の
ア
プ
リ
を
使
っ
て
い
る
ら
し
く
、

「
こ
の
ア
プ
リ
を
使
え
ば
、
好
き
な
と
き
に
好
き
な
だ
け
メ
ー
ル
が
で
き
る
の
よ
。
し
か
も
、

た
だ
で
。
」

と
、
わ
た
し
に
、
じ
ま
ん
そ
う
に
教
え
て
く
れ
た
。

「
ク
ラ
ス
の
何
人
か
の
子
は
、
も
う
や
っ
て
る
の
よ
。
」

ユ
リ
は
、
ク
ラ
ス
の
数
人
の
子
の
名
前
を
教
え
て
く
れ
た
。

わ
た
し
は
、
毎
日
の
よ
う
に
ア
プ
リ
を
使
っ
て
仲
間
同
士
で
メ
ー
ル
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

内
容
は
、
た
わ
い
も
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
学
校
で
の
こ
と
、
宿
題
の
こ
と
、
と
き
に
は
友
達
の

う
わ
さ
話
を
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
学
校
で
も
、
同
じ
よ
う
な
話
は
す
る
。
で
も
、
家
に
帰
っ
て
か
ら
も
、
仲
間
と

つ
な
が
っ
て
る
と
思
う
と
、
な
ぜ
か
う
れ
し
く
な
っ
た
。
そ
れ
に
、
お
互
い
の
秘
密
が
で
き
た

よ
う
な
気
分
に
な
り
、
よ
り
み
ん
な
と
親
し
く
な
っ
た
気
が
し
た
。
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＊

わ
た
し
は
、
み
ん
な
か
ら
の
メ
ー
ル
に
は
、
な
る
べ
く
早
く
返
信
し
よ
う
と
し
た
。
み
ん
な

も
す
ぐ
に
返
信
し
て
く
れ
る
か
ら
だ
。
そ
れ
に
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
横
に
、
『
既
読
と
時
刻
』
が

表
示
さ
れ
、
い
つ
読
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
る
の
も
、
「
す
ぐ
に
返
信
を
し

な
け
れ
ば
。
」
と
思
う
理
由
だ
。

し
ば
ら
く
す
る
と
、
仲
良
し
の
サ
チ
が
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
も
な
か
な
か
返
信
を
よ
こ

さ
な
い
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
と
き
に
は
、
ま
っ
た
く
返
信
を
よ
こ
さ
ず
、
そ
の
ま
ま
会
話
が

終
わ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ア
プ
リ
の
画
面
を
み
る
と
、
読
ん
で
い
る
こ
と
だ
け
は
わ
か
っ
た
。

最
初
は
、
ど
う
し
た
ん
だ
ろ
う
。
と
心
配
に
な
っ
た
が
、
二
度
、
三
度
と
同
じ
こ
と
が
繰
り

返
さ
れ
る
う
ち
に
、
な
ぜ
か
、
サ
チ
に
無
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
た
。

あ
る
日
、
と
う
と
う
、
我
慢
が
で
き
な
く
な
っ
て
、
サ
チ
に
メ
ー
ル
を
し
た
。

『
無
視
す
る
な
ん
て
、
サ
イ
テ
ー
』

『
無
視
す
る
つ
も
り
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
。
ご
め
ん
な
さ
い
…
。
』

と
、
サ
チ
か
ら
す
ぐ
に
返
信
が
あ
っ
た
が
、
わ
た
し
は
無
視
し
た
。

そ
の
や
り
と
り
の
後
、
学
校
で
サ
チ
に
会
っ
て
も
冷
た
い
態
度
を
と
り
続
け
た
。

＊
既
読
と
時
刻

相
手
が
い
つ
メ
ー
ル
を

読
ん
だ
か
が
わ
か
る
。
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そ
の
様
子
は
、
他
の
仲
間
も
感
じ
た
よ
う
で
、
あ
る
日
の
休
み
時
間
、
ユ
リ
が
話
し
か
け
て
き

た
。

「
ど
う
し
た
の
。
最
近
サ
チ
と
何
か
あ
っ
た
の
。
」

ユ
リ
は
、
一
人
で
い
る
サ
チ
の
方
を
見
な
が
ら
言
っ
た
。

わ
た
し
は
、
思
い
き
っ
て
言
っ
た
。

「
サ
チ
っ
て
、
す
ぐ
に
返
信
を
よ
こ
さ
な
い
で
し
ょ
。
読
ん
で
る
く
せ
に
。
あ
れ

っ
て
無
視
だ
よ
ね
。
」

ユ
リ
は
少
し
間
を
お
い
て
か
ら
、

「
す
ぐ
に
返
信
が
こ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
無
視
さ
れ
た
っ
て
考
え
る
の
は
ど
う
か

し
ら
。
サ
チ
に
だ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
都
合
が
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
。
」

そ
ん
な
こ
と
言
っ
た
っ
て
、
わ
た
し
だ
っ
て
忙
し
い
と
き
も
す
ぐ
に
返
信
し
て

い
た
。
と
心
の
中
で
つ
ぶ
や
い
た
。

「
だ
っ
て
、
一
度
や
二
度
じ
ゃ
な
い
の
よ
。
ユ
リ
に
だ
っ
て
、
返
事
を
く
れ
な
い

こ
と
だ
っ
て
あ
っ
た
で
し
ょ
。
」

「
う
ん
。
あ
っ
た
わ
。
で
も
、
わ
た
し
も
、
す
ぐ
に
返
信
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
少
し

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
て
い
た
の
。
ご
飯
を
食
べ
て
い
る
と
き
も
、
宿
題
を
や
っ
て
い
る
と

き
も
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
に
い
て
も
メ
ー
ル
が
届
く
で
し
ょ
。
時
々
、
そ
の
ま
ま
に
し
ち
ゃ
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お
う
か
な
。
っ
て
思
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
わ
。
だ
か
ら
、
サ
チ
の
気
持
ち
も
わ
か
る
気
が
す

る
わ
。
」

ユ
リ
は
続
け
た
。

「
も
し
か
し
た
ら
、
わ
た
し
た
ち
の
メ
ー
ル
の
や
り
と
り
に
少
し
無
理
が
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
わ
ね
。
」

わ
た
し
は
何
も
言
え
ず
に
だ
ま
っ
て
い
た
。

ふ
と
、
サ
チ
の
方
を
み
る
と
、
相
変
わ
ら
ず
う
つ
む
き
か
げ
ん
に
一
人
で
自
分

の
席
に
座
っ
て
い
た
。

わ
た
し
は
、
サ
チ
を
見
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
サ
チ
に
と
っ
た
態
度
を
思
い
出
し

て
い
た
。

わ
た
し
は
、
家
に
帰
る
と
す
ぐ
に
ス
マ
ホ
を
取
り
出
し
、

『
サ
チ
、
ご
め
ん
…
。
』
と
打
ち
始
め
た
。

し
か
し
、
途
中
ま
で
打
っ
て
す
ぐ
に
や
め
た
。

明
日
学
校
で
き
ち
ん
と
自
分
の
気
持
ち
を
言
葉
で
伝
え
よ
う
と
思
っ
た
。
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◆
道
徳

ワ
ー
ク
シ
ー
ト

学
習
し
た
日

月

日

曜
日

名
前

見
え
な
い
気
持
ち

☆
み
ん
な
で
考
え
よ
う

「
わ
た
し
」
は
、
サ
チ
を
見
な
が
ら
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
た
の
で
し
ょ
う
。

自
分
の
考
え

友
達
の
考
え
を
聞
い
て
気
が
付
い
た
こ
と
、
大
切
だ
と
思
っ
た
こ
と

学
習
感
想

お
家
の
人
か
ら
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◎主題名：友達の気持ちを考えて ２－(3) 信頼友情・男女の協力

見えない気持ち

１ ねらい 友達同士互いに信頼し合い、学び合って友情を深め合おうとする心情を養う。

２ 情報モラル指導モデルカリキュラムの目標とのかかわり
相手を思いやる豊かな心情を養う・a3-1 他人や社会への影響を考えて行動する

・b3-1 情報にも自他の権利があることを知り、尊重する

３ あらすじ
主人公の「わたし」は、スマートフォンのアプリケーションソフトを使い、友達同士でメールの

やりとりに夢中になる。しばらくすると仲良しのサチが、メールの返信に時間がかかることが多く
なり、返信をよこさないことも出てきた。最初は心配していた「わたし」だったが、『無視するな
んて、サイテ－』と怒りのメールをサチに送ってしまう。あるとき、二人の様子を心配したユリか
ら、自分もすぐに返信しなければならないことにプレッシャーを感じ、メールのやりとりの仕方に
疑問を感じていたことを打ち明けられ、サチのことを理解し、謝ろうと考える。という内容である。

４ 指導のポイント
【導入】
①事前に行ったメールの疑似体験を想起し、メールのやりとりをしているときの相手の気持ちを想
像させる。

【展開前段】
②メールのやりとりをする「わたし」の気持ちを問いかけ、友達と一層親密な関係になり、メール
のやりとりにのめり込んでいく「わたし」に気付けるようにする。

③無視されているサチの気持ちを問いかけ、相手がどのような気持ちでいるのかを考えられるよう
にする。

④中心発問では、ユリの言葉を押さえてから、「わたし」が考えたことを表現カードに記述するよ
う促す。その際、少人数で話し合う場を設けるなど、話合いの場を工夫し、多様な感じ方や考え
方を交流できるようにする。

【展開後段】
⑤友達関係が良好なときのお互いの気持ちを問うことで、友情を深め合うことのよさに気付けるよ
うにする。

５ 他教科・領域、家庭・地域等との関連
・日常の学習活動や係活動、委員会活動などで、友達と協力している様子を見とり、賞賛する。
・学年、学級通信や授業で使用したワークシート等を通して、学習した内容を家庭に知らせ、協力
を得るようにする。

６ 板書例

見
え
な
い
気
持
ち

メ
ー
ル
の
や
り
と
り
は
楽
し
い
な
。

い
つ
も
友
達
と
つ
な
が
っ
て
い
る
な
。

仲
良
し

秘
密
が
で
き
た
み
た
い
だ
な
。

早
く
返
信
し
よ
う
。

相
手
に
悪
い
し
、

み
ん
な
も
し
て
い
る
か
ら
。

サ
チ
が
返
信
し
て
こ
な
か
っ
た
か
ら
。

無
視
さ
れ
た
か
ら
、
無
視
し
よ
う
。

サ
チ

悲
し
い
な
。

ど
う
し
て
無
視
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
。

「
サ
チ
に
だ
っ
て
都
合
が
あ
っ
た
の
か
も
」

「
私
も
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
っ
た
」

「
メ
ー
ル
の
や
り
と
り
に
無
理
が
あ
っ
た
」

・
無
視
し
て
ご
め
ん
な
さ
い
。

・
自
分
の
こ
と
し
か
考
え
て
な
か
っ
た
。

・
サ
チ
の
気
持
ち
を

考
え
て
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。

・
返
信
が
な
く
て
も

サ
チ
の
こ
と
を
信
用
す
る
ね
。

○
友
達
同
士
、
信
じ
合
え
る
こ
と
が
大

切
だ
な
。

○
メ
ー
ル
を
す
る
と
き
は
、
相
手
の
こ

と
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
な
。

○
ル
ー
ル
を
決
め
て
メ
ー
ル
の
や
り
と

り
が
で
き
る
と
い
い
な
。

「
わ
た
し
」
は
、
サ
チ
を
見
な
が
ら

ど
ん
な
こ
と
を
考
え
た
で
し
ょ
う
。
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７ 展開例
学習活動 時間 ○主な発問 支援及び指導上の留意点

（・予想される児童の反応）
１ メールのやりとりの ○メールのやりとりをしていると ○疑似体験によるメールのやり
疑似体験を想起する。 ５ きは、どんな気持ちでしたか。 とりの経験を共有させること

※ 分 ・楽しかった。 で、資料への関心を高められ
・すぐに返信が来てうれしかった。 るようにする。
・返信が来なくてさびしかった。 ポイント①
・自分の気持ちが上手く伝わらな
かった。

２ 資料を読み、主人公 ○メールのやりとりをしていると ○「わたし」の気持ちを問いか
「わたし」の心の動き 30 きの「わたし」はどんな気持ち け、友達同士一層親密になれ
を考える。 分 だったでしょう。 た、という気持ちになり、メ

・仲間とつながっているな。 ールにのめり込んでいる「わ
・より親しくなった気がするな。 たし」に気付けるようにする。
・早く返信しなくてはいけないな。 ポイント②

○サチに冷たい態度をとり続けた ○早く返信しようとしていた
のはどうしてでしょう。 「わたし」とは反対に、返信

・サチが返信をよこさなかったか をしないサチを許せないと思
ら。 う「わたし」の気持ちの弱さ

・無視されたような気持ちになっ に気付けるようにする。
たから。 ポイント③

◎「わたし」は、サチを見ながら ◎中心発問では、ユリの言葉を
どんなことを考えたのでしょう。 押さえてから、「わたし」が

・無視して悪かったな。 考えたことを表現カードに記
・もう少しサチのことを考えてあ 述するよう促す。その際、少
げればよかったな。 人数で話し合う場を設けるな

・これからは、サチの都合も考え ど、話合いの場を工夫し、多
よう。 様な感じ方や考え方を交流で

・メールの返信がなくても、サチ きるようにする。
のことを信用するよ。 ポイント④

○「わたし」はどうして直接言葉 ○「わたし」の行動を通して、
で伝えようと思ったのだろう。 大切なことは、相手に直接言

・サチが喜ぶと思ったから。 葉で伝えることが大切である
・自分の気持ちがきちんと伝わる ということに気付けるように
と思ったから。 する。

３ これまでの自分を振 ○友達との関係が以前より仲よく ○今までの自分がどうであった
り返る。 なったと感じたことがあります かを振り返ることで、自分と

か。 のかのかかわりで「友情の深
・学校行事で、友達同士協力し合 まり」をとらえられるように
ったことで、前よりも仲がよく する。
なった。 ポイント⑤

・喧嘩をしたとき、自分の気持ち
をきちんと伝えて仲直りができ、
前よりも仲良しになった気がし
た。

４ 本時を振り返り、学 ○今日の学習で大切だと思ったこ ○学習して大切だと思ったこと
習感想を書く。 10 とを書きましょう。 を表現カードに記述する場を

分 ・友達同士信じ合えるっていいこ 設けることで、道徳的価値の
となのだな。 自覚化を図れるようにする。

・友達とルールを決めてメールの
やりとりをすることが大切なの
だな。

※事前にパソコンソフトを利用したメールの疑似体験をする活動を行い、相手のメールから受ける影
響や自分が発信するメールが相手に及ぼす影響について考える機会をもつ。

８ 評価例
学習感想を書く場面で、「友達同士で信じ合えることはいいこと。友達とルールを決めてメール

のやりとりをすることが大切。」などの言葉を含んだ文章を書いているか。
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●情報モラル指導モデルカリキュラムの目標とのかかわり
相手を思いやる豊かな心情を養う

・a3-1 他人や社会への影響を考えて行動する
・b3-1 情報にも自他の権利があることを知り、尊重する

〈
ね
ら
い
〉
友
達
同
士
互
い
に
信
頼
し
合
い
、
学
び
合
っ
て
友
情
を
深
め
合
お
う
と
す
る
心
情
を
養
う
。

※
事
前
に
行
っ
た
メ
ー
ル
の
疑
似
体
験
を
想
起
し
、
メ
ー
ル
を
や
り
と
り
し
て
い
る
と
き
の
相
手
の
気
持
ち
を
想
像
さ
せ
る
。

導
入
の
発
問

メ
ー
ル
の
や
り
と
り
を
し
て
い
る
と
き
は
、
ど
ん
な
気
持
ち
で
し
た
か
。

※
友
達
と
一
層
親
密
な
関
係
に
な
り
、
メ
ー
ル
の
や
り
と
り
に
の
め
り
込
ん
で
い
く
「
わ
た
し
」
に
気
付
け
る
よ
う
に
す
る
。

見
え
な
い
気
持
ち

わ
た
し
は
、
こ
の
ご
ろ
無
料
で
好
き
な
だ
け
通
話
や
メ
ー
ル
が
楽
し
め
る
ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ

に
夢
中
だ
。

こ
の
ア
プ
リ
の
こ
と
は
、
同
じ
ク
ラ
ス
の
ユ
リ
に
教
え
て
も
ら
っ
た
。
ユ
リ
は
も
う
、
ず
い

ぶ
ん
前
か
ら
こ
の
ア
プ
リ
を
使
っ
て
い
る
ら
し
く
、

「
こ
の
ア
プ
リ
を
使
え
ば
、
好
き
な
と
き
に
好
き
な
だ
け
メ
ー
ル
が
で
き
る
の
よ
。
し
か
も
、

た
だ
で
。
」

と
、
わ
た
し
に
、
じ
ま
ん
そ
う
に
教
え
て
く
れ
た
。

「
ク
ラ
ス
の
何
人
か
の
子
は
、
も
う
や
っ
て
る
の
よ
。
」

ユ
リ
は
、
ク
ラ
ス
の
数
人
の
子
の
名
前
を
教
え
て
く
れ
た
。

わ
た
し
は
、
毎
日
の
よ
う
に
ア
プ
リ
を
使
っ
て
仲
間
同
士
で
メ
ー
ル
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

内
容
は
、
た
わ
い
も
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
学
校
で
の
こ
と
、
宿
題
の
こ
と
、
と
き
に
は
友
達
の

う
わ
さ
話
を
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
学
校
で
も
、
同
じ
よ
う
な
話
は
す
る
。
で
も
、
家
に
帰
っ
て
か
ら
も
、
仲
間
と

つ
な
が
っ
て
る
と
思
う
と
、
な
ぜ
か
う
れ
し
く
な
っ
た
。
そ
れ
に
、
お
互
い
の
秘
密
が
で
き
た

よ
う
な
気
分
に
な
り
、
よ
り
み
ん
な
と
親
し
く
な
っ
た
気
が
し
た
。

◎主題名：友達の気持ちを考えて
２－(3) 信頼友情・男女の協力
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※
無
視
さ
れ
て
い
る
サ
チ
の
気
持
ち
を
問
い
か
け
、
相
手
が
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
で
い
る
の
か
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。

発
問
①

メ
ー
ル
の
や
り
と
り
を
し
て
い
る
と
き
の
「
わ
た
し
」
は
ど
ん
な
気
持
ち
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

＊

・
仲
間
と
つ
な
が
っ
て
い
る
な
。

・
と
て
も
仲
よ
く
な
っ
た
気
が
す
る
な
。

・
早
く
返
信
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
な
。

発
問
②

サ
チ
に
冷
た
い
態
度
を
と
り
続
け
た
の
は
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
。

わ
た
し
は
、
み
ん
な
か
ら
の
メ
ー
ル
に
は
、
な
る
べ
く
早
く
返
信
し
よ
う
と
し
た
。
み
ん
な

も
す
ぐ
に
返
信
し
て
く
れ
る
か
ら
だ
。
そ
れ
に
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
横
に
、
『
既
読
と
時
刻
』
が

表
示
さ
れ
、
い
つ
読
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
る
の
も
、
「
す
ぐ
に
返
信
を
し

な
け
れ
ば
。
」
と
思
う
理
由
だ
。

し
ば
ら
く
す
る
と
、
仲
良
し
の
サ
チ
が
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
も
な
か
な
か
返
信
を
よ
こ

さ
な
い
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
と
き
に
は
、
ま
っ
た
く
返
信
を
よ
こ
さ
ず
、
そ
の
ま
ま
会
話
が

終
わ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ア
プ
リ
の
画
面
を
み
る
と
、
読
ん
で
い
る
こ
と
だ
け
は
わ
か
っ
た
。

最
初
は
、
ど
う
し
た
ん
だ
ろ
う
。
と
心
配
に
な
っ
た
が
、
二
度
、
三
度
と
同
じ
こ
と
が
繰
り

返
さ
れ
る
う
ち
に
、
な
ぜ
か
、
サ
チ
に
無
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
た
。

あ
る
日
、
と
う
と
う
、
我
慢
が
で
き
な
く
な
っ
て
、
サ
チ
に
メ
ー
ル
を
し
た
。

『
無
視
す
る
な
ん
て
、
サ
イ
テ
ー
』

『
無
視
す
る
つ
も
り
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
。
ご
め
ん
な
さ
い
…
。
』

と
、
サ
チ
か
ら
す
ぐ
に
返
信
が
あ
っ
た
が
、
わ
た
し
は
無
視
し
た
。

そ
の
や
り
と
り
の
後
、
学
校
で
サ
チ
に
会
っ
て
も
冷
た
い
態
度
を
と
り
続
け
た
。

＊
既
読
と
時
刻

相
手
が
い
つ
メ
ー
ル
を

読
ん
だ
か
が
わ
か
る
。

・
サ
チ
が
返
信
し
な
か
っ
た
か
ら
。

・
無
視
さ
れ
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
た
か
ら
。



- 資料35 -

・
ユ
リ
の
言
葉
①

・
ユ
リ
の
言
葉
②

そ
の
様
子
は
、
他
の
仲
間
も
感
じ
た
よ
う
で
、
あ
る
日
の
休
み
時
間
、
ユ
リ
が
話
し
か
け
て
き

た
。

「
ど
う
し
た
の
。
最
近
サ
チ
と
何
か
あ
っ
た
の
。
」

ユ
リ
は
、
一
人
で
い
る
サ
チ
の
方
を
見
な
が
ら
言
っ
た
。

わ
た
し
は
、
思
い
き
っ
て
言
っ
た
。

「
サ
チ
っ
て
、
す
ぐ
に
返
信
を
よ
こ
さ
な
い
で
し
ょ
。
読
ん
で
る
く
せ
に
。
あ
れ

っ
て
無
視
だ
よ
ね
。
」

ユ
リ
は
少
し
間
を
お
い
て
か
ら
、

「
す
ぐ
に
返
信
が
こ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
無
視
さ
れ
た
っ
て
考
え
る
の
は
ど
う
か

し
ら
。
サ
チ
に
だ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
都
合
が
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
。
」

そ
ん
な
こ
と
言
っ
た
っ
て
、
わ
た
し
だ
っ
て
忙
し
い
と
き
も
す
ぐ
に
返
信
し
て

い
た
。
と
心
の
中
で
つ
ぶ
や
い
た
。

「
だ
っ
て
、
一
度
や
二
度
じ
ゃ
な
い
の
よ
。
ユ
リ
に
だ
っ
て
、
返
事
を
く
れ
な
い

こ
と
だ
っ
て
あ
っ
た
で
し
ょ
。
」

「
う
ん
。
あ
っ
た
わ
。
で
も
、
わ
た
し
も
、
す
ぐ
に
返
信
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
少
し

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
て
い
た
の
。
ご
飯
を
食
べ
て
い
る
と
き
も
、
宿
題
を
や
っ
て
い
る
と

き
も
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
に
い
て
も
メ
ー
ル
が
届
く
で
し
ょ
。
時
々
、
そ
の
ま
ま
に
し
ち
ゃ
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・
ユ
リ
の
言
葉
③

・
ユ
リ
の
言
葉
か
ら
「
わ
た
し
」
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
た
の
か
を
想
像
さ
せ
、
中
心
発
問
へ
と
つ
な
げ
た
い
。

中
心
発
問

発
問
③

「
わ
た
し
」
は
、
サ
チ
を
見
な
が
ら
、
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
た
の
で
し
ょ
う
。

発
問
④

「
わ
た
し
」
は
ど
う
し
て
直
接
言
葉
で
伝
え
よ
う
と
思
っ
た
の
だ
ろ
う
。

・
無
視
し
て
悪
か
っ
た
な
。

・
も
う
少
し
サ
チ
の
こ
と
を
考
え
て
あ
げ
れ
ば
よ
か
っ
た
な
。

・
メ
ー
ル
の
返
信
が
な
く
て
も
、
サ
チ
の
こ
と
を
信
用
す
る
よ
。

・
サ
チ
が
喜
ぶ
と
思
っ
た
か
ら
。

・
自
分
の
気
持
ち
が
き
ち
ん
と
伝
わ
る
と
思
っ
た
か
ら
。

※
友
達
関
係
が
良
好
な
と
き
の
お
互
い
の
気
持
ち
を
問
う
こ
と
で
、
友
情
を
深
め
合
う
こ
と
の
よ
さ
に
気
付
け
る
よ
う
に
す
る
。

お
う
か
な
。
っ
て
思
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
わ
。
だ
か
ら
、
サ
チ
の
気
持
ち
も
わ
か
る
気
が
す

る
わ
。
」

ユ
リ
は
続
け
た
。

「
も
し
か
し
た
ら
、
わ
た
し
た
ち
の
メ
ー
ル
の
や
り
と
り
に
少
し
無
理
が
あ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
わ
ね
。
」

わ
た
し
は
何
も
言
え
ず
に
だ
ま
っ
て
い
た
。

ふ
と
、
サ
チ
の
方
を
み
る
と
、
相
変
わ
ら
ず
う
つ
む
き
か
げ
ん
に
一
人
で
自
分

の
席
に
座
っ
て
い
た
。

わ
た
し
は
、
サ
チ
を
見
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
サ
チ
に
と
っ
た
態
度
を
思
い
出
し

て
い
た
。

わ
た
し
は
、
家
に
帰
る
と
す
ぐ
に
ス
マ
ホ
を
取
り
出
し
、

『
サ
チ
、
ご
め
ん
…
。
』
と
打
ち
始
め
た
。

し
か
し
、
途
中
ま
で
打
っ
て
す
ぐ
に
や
め
た
。

明
日
学
校
で
き
ち
ん
と
自
分
の
気
持
ち
を
言
葉
で
伝
え
よ
う
と
思
っ
た
。

後
段
の
発
問

友
達
と
の
関
係
が
以
前
よ
り
仲
よ
く
な
っ
た
と
感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
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